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人権問題に関する県民意識調査結果報告書 

 

① 調査目的 

 平成１３年度に実施している「人権問題に関する県民意識調査」を踏まえ、

「福井県人権尊重の社会づくり条例」を制定し、平成２７年度にも「人権問題

についてのアンケート調査」を実施している。また、国は、令和元年度に「部

落差別の実態に係る調査」を、令和４年度に「人権擁護に関する世論調査」を

実施している。 

 平成２７年度の本県調査を基本に、国の調査項目との整合性を図り、令和４

年度に県民意識調査を実施し、今後の人権施策の参考とする。 

 

② 調査概要 

 調 査対象 者：１８歳以上の県民２，５００人 

 抽 出 方 法：住民基本台帳からの無作為抽出 

 調 査 期 間：令和４年１１月１１日～令和４年１１月３０日 

 調 査 方 法：郵送調査（無記名回答） 

 調査実施機関：一般社団法人福井情報技術協会 

 回 収 結 果：配布数 2,500(A)、回収数:1,224(B)、回収率:49.0％(B/A) 

             

③ 調査項目 

 ・設問 ：３３問 

 ・属性 ：４項目（年齢、性別、地区、職業） 

 

④ 回答者の属性 

【性別】 

男性 女性 その他 無回答 合 計 

527 

（43.1%） 

673 

(55.0%) 

7 

(0.6%) 

17 

(1.4%) 

1224 

(100.0%) 

 

 【年齢別】 

18～29 歳 30～39 歳 40～49 歳 50～59 歳 

73 

(6.0%) 

114 

(9.3%) 

178 

(14.5%) 

194 

(15.8%) 
 

60～69 歳 70 歳以上 無回答 合 計 

254 

(20.8%) 

397 

(32.4%) 

14 

(1.1%) 

1224 

(100.0%) 
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【地区別】 

福井地区 坂井地区 奥越地区 丹南地区 

468 

(38.2%) 

128 

(10.5%) 

147 

(12.0%) 

346 

(28.3%) 
 

嶺南地区 無回答 合 計 

117 

(9.6%) 

18 

(1.5%) 

1224 

(100.0%) 

 

  【職業別】 

自営業 
会社員・ 

各種団体役職員 
公務員 教員 

臨時・ﾊﾟｰﾄ・ 

ｱﾙﾊﾞｲﾄ 

101 

(8.3%) 

380 

(31.0%) 

63 

(5.1%) 

14 

(1.1%) 

198 

(16.2%) 
 

学生 無職 その他 無回答 合 計 

22 

(1.8%) 

386 

(31.5%) 

42 

(3.4%) 

18 

(1.5%) 

1224 

(100.0%) 
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問１ あなたは「今の日本は、基本的人権が尊重されている社会である」と思いますか。

（１つ選択） 

 
 

「そう思う」・「どちらといえばそう思う」は、全体の７割（65.6%）となっている。 

 

【経年比較】 

 

 

平成２７年に実施された県民意識調査（以下、Ｈ２７県調査）と比較すると、「そう

思う」・「どちらかといえばそう思う」は、減少（66.6%→65.6%）している。 

  

そう思う, 10.7%

どちらかといえ

ばそう思う, 

54.9%

どちらかといえ

ばそう思わな

い, 17.1%

そうは思わな

い, 6.8%

わからない, 

6.6%

無回答, 3.9%

10.7%

54.9%

17.1%

6.8%

6.6%

3.9%

15.1%

51.5%

14.2%

7.2%

6.4%

5.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

そうは思わない

わからない

無回答

R4 県調査

H27県調査
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【性別】 

 

「そう思う」・「どちらといえばそう思う」は、男性の方が高くなっている（男性：

69.6%、女性：63.0％）。 

 

 

【年齢別】 

 

 

「そう思う」・「どちらといえばそう思う」は、40～49歳（70.8%）が最も高く、30

～39 歳（54.4%）が最も低くなっている。 

 

  

10.7%

15.7%

7.0%

54.9%

53.9%

56.0%

17.1%

15.9%

18.1%

6.8%

6.6%

6.7%

6.6%

4.6%

8.0%

3.9%

3.2%

4.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

男性

女性

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そうは思わない わからない 無回答

10.7%

17.8%

10.5%

11.8%

9.8%

10.2%

9.8%

54.9%

50.7%

43.9%

59.0%

56.2%

53.1%

57.7%

17.1%

12.3%

21.1%

15.2%

19.6%

19.3%

15.1%

6.8%

5.5%

10.5%

7.9%

8.2%

5.5%

5.5%

6.6%

12.3%

10.5%

6.2%

3.1%

8.3%

5.3%

3.9%

1.4%

3.5%

3.1%

3.5%

6.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そうは思わない わからない 無回答
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【地区別】 

 

  「そう思う」・「どちらといえばそう思う」は、奥越地区（71.4%）が最も高く、嶺

南地区（58.9%）が最も低くなっている。 

 

【職業別】 

 

「そう思う」・「どちらといえばそう思う」は、学生（81.8%）が最も高く、臨時・パ

ート・アルバイト（60.6%）が最も低くなっている。 

10.7%

11.1%

10.2%

9.5%

11.8%

8.5%

54.9%

55.8%

53.1%

61.9%

53.8%

50.4%

17.1%

17.9%

16.4%

10.9%

19.1%

15.4%

6.8%

6.4%

8.6%

8.2%

5.8%

6.8%

6.6%

5.1%

9.4%

8.8%

6.4%

7.7%

3.9%

3.6%

2.3%

0.7%

3.2%

11.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

福井地区

坂井地区

奥越地区

丹南地区

嶺南地区

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そうは思わない わからない 無回答

10.7%

15.8%

11.6%

12.7%

7.1%

7.1%

22.7%

9.8%

7.1%

54.9%

55.4%

51.8%

65.1%

71.4%

53.5%

59.1%

56.2%

54.8%

17.1%

14.9%

19.7%

11.1%

7.1%

18.7%

9.1%

16.1%

16.7%

6.8%

6.9%

7.1%

6.3%

7.1%

7.1%

6.0%

16.7%

6.6%

3.0%

7.4%

3.2%

10.1%

4.5%

6.5%

2.4%

3.9%

4.0%

2.4%

1.6%

7.1%

3.5%

4.5%

5.4%

2.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

自営業

会社員・各種

団体役職員

公務員

教員

臨時・パート・

アルバイト

学生

無職

その他

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そうは思わない わからない 無回答
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問２ あなたは、人権に関する次の法律や条例を知っていますか。（１つ選択） 

 

「内容（趣旨）を知っている」は、児童虐待防止法（34.2%）が最も高く、「ヘイトス

ピーチ解消法(5.4%)」が最も低くなっている。 

児童虐待防止法、配偶者暴力防止法（DV 法）、高齢者虐待防止法、男女共同参画社会

基本法、障害者差別解消法、部落差別解消推進法、犯罪被害者等基本法、人権教育・啓

発推進法、福井県男女共同参画推進条例は「内容（趣旨）を知っている」と「あること

は知っている」の合計は、５割以上となっている。 

 

  

34.2%

26.7%

22.8%

22.0%

18.8%

12.6%

8.3%

8.2%

5.4%

7.8%

3.9%

3.5%

2.3%

56.8%

57.6%

48.9%

61.4%

47.9%

41.7%

46.6%

44.6%

29.7%

46.9%

30.3%

26.4%

24.4%

6.5%

13.0%

25.9%

14.3%

30.6%

43.1%

42.0%

42.6%

61.9%

42.3%

63.3%

67.4%

69.6%

2.5%

2.7%

2.4%

2.4%

2.7%

2.5%

3.1%

4.7%

3.0%

3.0%

2.5%

2.7%

3.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

児童虐待防止法

配偶者暴力防止法（DV法）

高齢者虐待防止法

男女共同参画社会基本法

障害者差別解消法

部落差別解消推進法

犯罪被害者等基本法

人権教育・啓発推進法

ヘイトスピーチ解消法

福井県男女共同参画推進条例

福井県犯罪被害者等支援条例

障がいのある人もない人も幸せに

暮らせる福井県共生社会条例

福井県人権尊重の社会づくり条例

内容（趣旨）を知っている あることは知っている 知らない 無回答
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問３（１） これまでに、あなたやあなたのご家族が人権侵害を受けたことがあります

か。（１つ選択） 

「ある」は、26.5%、「ない」は、72.1%となっている。 

 

【経年比較】 

 

Ｈ２７県調査と比較すると、回答者や回答者の家族が人権侵害を受けた割合は減少

(30.6%→26.5%)している。 

「人権擁護に関する世論調査（内閣府）（令和４年８月調査。以下、Ｒ４国調査）」と

比較すると、「ある(国:27.8%､県:26.5%)」が低く、「ない(国:71.0%､県:72.1%)」が高く

なっている。 

  

ある, 26.5%

ない, 72.1%

未回答, 1.5%

26.5%

72.1%

1.5%

30.6%

63.7%

5.8%

27.8%

71.0%

1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

ある

ない

未回答

R4 県調査 H27県調査 R4 国調査
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【性別】 

「ある」は、男性（22.4%）より女性(29.6%)が高くなっている。 

 

 

【年齢別】 

 

「ある」は、40～49 歳(35.4%)が最も高く、70歳以上(17.9%)が最も低くなっている。 

  

26.5%

22.4%

29.6%

72.1%

76.1%

69.1%

1.5%

1.5%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

男性

女性

ある ない 未回答

26.5%

23.3%

35.1%

35.4%

34.0%

25.2%

17.9%

72.1%

75.3%

64.9%

64.6%

65.5%

72.4%

79.6%

1.5%

1.4%

0.5%

2.4%

2.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

ある ない 未回答
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【地区別】 

 

 「ある」は、福井地区(29.7%)が最も高く、丹南地区(20.8%)が最も低くなっている。 

  

26.5%

29.7%

25.0%

29.3%

20.8%

26.5%

72.1%

68.8%

72.7%

69.4%

77.7%

72.6%

1.5%

1.5%

2.3%

1.4%

1.4%

0.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

福井地区

坂井地区

奥越地区

丹南地区

嶺南地区

ある ない 未回答
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【職業別】 

 

 「ある」は、教員(50.0%)が最も高く、学生(18.2%)が最も低くなっている。 

  

26.5%

31.7%

29.7%

28.6%

50.0%

26.8%

18.2%

20.2%

35.7%

72.1%

67.3%

69.5%

71.4%

42.9%

71.2%

81.8%

77.7%

61.9%

1.5%

1.0%

0.8%

7.1%

2.0%

2.1%

2.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

自営業

会社員・各種

団体役職員

公務員

教員

臨時・パート・

アルバイト

学生

無職

その他

ある ない 未回答
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問３（２）それはどのような人権侵害ですか。（複数選択） 

 

43.2%

42.3%

33.0%

32.1%

19.8%

10.5%

9.9%

9.9%

9.9%

9.6%

8.3%

8.0%

7.4%

6.8%

5.6%

4.3%

0.9%

5.6%

2.5%

1.2%

40.8%

29.0%

27.8%

16.4%

11.6%

12.1%

8.0%

6.0%

8.5%

8.5%

4.6%

10.6%

10.4%

6.5%

3.6%

2.9%

0.2%

54.4%

18.8%

11.3%

30.1%

22.9%

17.1%

15.3%

6.9%

16.0%

18.8%

11.3%

7.2%

10.2%

13.4%

3.7%

4.4%

0.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

あらぬ噂、他人からの

悪口、かげ口

学校でのいじめ

パワー・ハラスメント

職場での嫌がらせ

名誉・信用のき損、侮辱

使用者による時間外労働

の強制等の不当な待遇

差別待遇

地域社会での嫌がらせ

セクシュアル・ハラスメント

プライバシーの侵害

暴力、脅迫、強要

ドメスティック・バイオレンス

公務員による不当な取扱い

新型コロナウイルス感染

拡大に伴う差別や誹謗中傷

悪臭、騒音等の公害

マタニティー・ハラスメント

児童虐待

その他

なんとなく

答えたくない

無回答

R4 県調査

H27県調査

R4 国調査
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「これまでに、あなたやあなたのご家族が人権侵害を受けたことがありますか。」と

いう問に「ある」と回答している方にその内容を聞いたところ、「あらぬ噂、他人から

の悪口、かげ口(43.2%)」が最も高く、次いで、「学校でのいじめ(42.3%)」、「パワー・

ハラスメント(33.0%)」が高くなっている。 

Ｈ２７県調査と比較すると、「学校でのいじめ（29.0%→42.3%）」などが増加している。 

  Ｒ４国調査と比較すると、「学校でのいじめ（国:18.8%、県:42.3%）」、「パワー・ハラス

メント（国:11.3%､県:33.0%）」が高く､「プライバシーの侵害（国:18.8%､県:9.6%）」、「悪

臭、騒音等の公害（国:13.4%､県:5.6%）」が低くなっている。 

 

 

【性別】 

男性、女性とも「あらぬ噂、他人からの悪口、かげ口」が最も高くなっている。 

「セクシャル・ハラスメント（男性 4.2:％､女性:13.6%）」、「ドメスティック・バイオ

レンス（男性:0.8％､女性:12.1%）」で女性が高くなっている。 

 

 

【年齢別】 

18～29 歳、40～49歳、50～59 歳、60～69 歳では、「学校でのいじめ」が最も高く、

30～39 歳､70 歳以上では、「あらぬ噂、他人からの悪口、かげ口」最も高くなってい

る。 

 

 

【地区別】 

福井地区、坂井地区、嶺南地区では、「学校でのいじめ」が最も高く、奥越地区、丹

南地区では、「あらぬ噂、他人からの悪口、かげ口」が最も高くなっている。 

 

 

【職業別】 

 自営業、公務員、無職では、「あらぬ噂、他人からの悪口、かげ口」が最も高くなっ

ている。 

 会社員・各種団体役職員、学生では、「学校でのいじめ」が最も高くなっている。 

 教員では、「あらぬ噂、他人からの悪口、かげ口」と「学校でのいじめ」が最も高く

なっている。 

 臨時・パート・アルバイトでは、「パワー・ハラスメント」が最も高くなっている。 
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問３（３） （２）に記載していただいた内容について、過去５年間に限ると、どのよう

な人権侵害を受けたことがありますか。（複数選択） 

 

「あらぬ噂、他人からの悪口、かげ口（27.8%）」が最も高くなっている。次いで、新

項目として追加した「パワー・ハラスメント(20.7%)」、「職場での嫌がらせ(18.5%)」が

高くなっている。 

27.8%

20.7%

18.5%

13.6%

6.2%

5.9%

5.9%

5.9%

5.6%

4.9%

4.6%

4.0%

4.0%

4.0%

2.5%

1.5%

3.1%

2.5%

1.5%

26.5%

29.7%

19.3%

10.4%

5.8%

4.6%

7.0%

8.0%

7.2%

5.6%

6.0%

8.0%

2.4%

2.9%

7.2%

3.6%

3.4%

23.2%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

あらぬ噂、他人か

らの悪口、かげ口

パワー・ハラスメント

職場での嫌がらせ

名誉・信用のき損、侮辱

プライバシーの侵害

地域社会での嫌がらせ

使用者による時間外労働

の強制等の不当な待遇

新型コロナウイルス感染拡

大に伴う差別や誹謗中傷

学校でのいじめ

差別待遇

公務員による不当な取扱い

暴力、脅迫、強要

悪臭、騒音等の公害

ドメスティック・バイオレンス

セクシュアル・ハラスメント

マタニティー・ハラスメント

児童虐待

その他

なんとなく

答えたくない

無回答

R4 県調査

H27県調査
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  設問３（２）と比較すると、「学校でのいじめ(42.3→5.6%)」が大きく減少している。 

 

 

【性別】 

男性、女性とも「あらぬ噂、他人からの悪口、かげ口」が最も高くなっている。 

 

 

【年齢別】 

40～49 歳では、「パワー・ハラスメント」が最も高く、他の年齢では、「あらぬ噂、他

人からの悪口、かげ口」が最も高くなっている。 

 

 

【地区別】 

福井地区、奥越地区、嶺南地区では、「あらぬ噂、他人からの悪口、かげ口」が最も

高く、丹南地区では、「パワー・ハラスメント」が最も高い。坂井地区では、「あらぬ

噂、他人からの悪口、かげ口」と「パワー・ハラスメント」、「職場での嫌がらせ」が最

も高くなっている。 

 

 

【職業別】 

自営業、教員、無職では、「あらぬ噂、他人からの悪口、かげ口」が最も高くなって

いる。 

会社員・各種団体役職員では、「あらぬ噂、他人からの悪口、かげ口」と「パワー・

ハラスメント」が最も高くなっている。 

公務員では、「パワー・ハラスメント」が最も高くなっている。 

臨時・パート・アルバイトでは、「職場での嫌がらせ」が最も高なっている。 
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問４ あなたが人権を侵害された場合、まずどのような対応をしますか。（１つ選択） 

 

 

「身近な人に相談する（49.5%）」が最も高く、次いで、「相談機関に相談する

（14.3%）」、「黙って我慢する(9.5%)」が高くなっている。 

 

【経年比較】 

 

Ｈ２７県調査と比較すると、大きな差は見られない。 

  

身近な人に相談

する, 49.5%

相談機関に相談

する, 14.3%

相手に抗議する, 

6.1%

警察に相談する, 

5.6%

弁護士に相談す

る, 2.0%

黙って我慢する, 

9.5%

わからない, 

6.9%

その他, 1.5% 無回答, 4.6%

49.5%

14.3%

6.1%

5.6%

2.0%

9.5%

6.9%

1.5%

4.6%

48.9%

14.4%

6.6%

4.4%

1.8%

7.5%

4.9%

2.1%

9.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

身近な人に相談する

相談機関に相談する

相手に抗議する

警察に相談する

弁護士に相談する

黙って我慢する

わからない

その他

無回答

R4 県調査

H27県調査
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【性別】 

男性、女性とも「身近な人に相談する」が最も高くなっている。 

 

 

【年齢別】 

どの年齢も「身近な人に相談する」が最も高くなっている。 

 

 

【地区別】 

どの地区も「身近な人に相談する」が最も高くなっている。 

 

 

【職業別】 

どの職業も「身近な人に相談する」が最も高くなっている。 

 

 

  



17 

 

問５ 日本における人権課題について、あなたの関心があるものはどれですか。 

（複数回答可） 

 

47.1%

44.6%

43.9%

35.3%

35.0%

19.0%

18.3%

15.8%

14.0%

11.8%

11.2%

11.1%

11.0%

9.9%

8.3%

1.5%

7.4%

0.9%

40.1%

28.4%

36.0%

36.5%

28.9%

18.7%

6.2%

17.0%

6.9%

4.5%

13.0%

7.9%

9.2%

9.6%

1.1%

6.4%

2.4%

43.1%

53.0%

50.8%

30.1%

42.5%

17.9%

27.1%

23.3%

16.7%

17.0%

10.5%

14.8%

1.9%

5.4%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

子ども

インターネットによる人権侵害

障がい者

高齢者

女性

北朝鮮当局によって拉致

された被害者やその家族等

新型コロナウイルス感染

症の感染者やその家族等

性同一性障害者

犯罪被害者やその家族等

外国人

性的指向(同性愛、両性愛)

被災者の人権

部落差別(同和問題)

感染症患者やその家族等

刑を終えて出所した人

その他

特にない

無回答

R4 県調査

H27県調査

R4 国調査
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「子ども(47.1%)」に対する関心が最も高くなっている。 

Ｈ２７県調査と比較すると、「インターネットによる人権侵害（28.4%→44.6%）」への

関心が高くなっている。 

 Ｒ４国調査と比較すると、全体的に人権課題への関心が低くなっている。 

 

 

【性別】 

男性では、「障がい者」が最も高く、女性では、「子ども」が最も高くなっている。 

 

 

【年齢別】 

18～29 歳と 50～59歳では、「インターネットによる人権侵害」が最も高く、70歳以

上では「高齢者」が最も高くなっている。他の年齢では、「子ども」が最も高くなって

いる。 

  

 

【地区別】 

福井地区、坂井地区、嶺南地区では、「子ども」が最も高くなっている。 

  奥越地区では、「障がい者」が、丹南地区では、「インターネットによる人権侵害」が

最も高くなっている。 

 

【職業別】 

  自営業、教員では、「障がい者」が最も高く、会社員・各種団体役職員、公務員、学

生では、「インターネットによる人権侵害」が最も高くなっている。 

臨時・パート・アルバイトでは、「子ども」が最も高く、無職では、「高齢者」が最も

高くなっている。 
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問６ 性別に関し、あなたは現在、どのような人権問題が起きていると思いますか。 

（複数回答可） 

 

 

「男女の固定的な役割分担意識に基づく差別的取扱いを受けること（51.1%）」が最も

高く、次いで、「職場における差別待遇を受けること(42.2%)」、「セクシャル・ハラスメ

ント（39.7%）」が高くなっている。  

Ｈ２７県調査と比較すると、「マタニティー・ハラスメント」が減少（28.6％→

19.2％）しているものの、他の項目は増加している。 

  

51.1%

42.2%

39.7%

30.5%

19.2%

13.2%

9.2%

7.4%

1.1%

8.7%

10.2%

2.2%

34.5%

35.2%

30.7%

26.1%

28.6%

10.0%

4.7%

1.3%

10.9%

8.9%

5.0%

47.0%

39.0%

42.0%

31.6%

13.3%

8.1%

10.9%

1.7%

18.0%

1.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

男女の固定的な役割分担意識に

基づく差別的取扱いを受けること

職場における差別待遇を受けること

セクシュアル・ハラスメント

ドメスティック・バイオレンス

マタニティー・ハラスメント

売春・買春

アダルトビデオ等への出演強要

｢令夫人｣､｢婦人｣､｢未亡人｣､｢家内｣のように

女性だけに用いられる言葉が使われること

その他

特にない

わからない

無回答

R4 県調査

H27県調査

R4 国調査
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Ｒ４国調査と比較すると、「男女の固定的な役割分担意識に基づく差別的取扱いを受

けること(国:47.0%､県:51.1%)」、「職場における差別待遇を受けること(国:39.0%､

県:42.2%)」が高く、「セクシャル・ハラスメント(国:42.0%､県:39.7%)」「ドメスティッ

ク・バイオレンス(国:31.6%､県:30.5%)」が低くなっている。 

 

 

【性別】 

男性、女性とも「男女の固定的な役割分担意識に基づく差別的取扱いを受けること」

が最も高くなっている。 

 

 

【年齢別】 

18～29 歳では、「セクシャル・ハラスメント」が最も高くなっている。 

  他の年齢では、「男女の固定的な役割分担意識に基づく差別的取扱いを受けること」

が最も高くなっている。 

  

 

【地区別】 

どの地区も「男女の固定的な役割分担意識に基づく差別的取扱いを受けること」が最

も高くなっている。 

  

 

【職業別】 

  学生では、「セクシャル・ハラスメント」が最も高く、他の職業では、「男女の固定的

な役割分担意識に基づく差別的取扱いを受けること」が最も高くなっている。 
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問７ 子どもに関し、あなたは現在、どのような人権問題が起きていると思いますか。

（複数回答可） 

 

  「いじめを受けること(79.0%)」が最も高くなっている。 

Ｈ２７県調査と比較すると、「家庭内において虐待を受けること（育児放棄を含む）

(30.7%→62.7%)」「いじめ、体罰や虐待を見て見ぬふりをすること(26.1%→55.8%)」が

増加している。一方、「学校において体罰を受けること(35.2%→22.8%)」が減少してい

る。 

  Ｒ４国調査と比較すると、「いじめを受けること(国:65.2%､県:79.0%)」、「家庭内にお

いて虐待を受けること（育児放棄を含む）(国:53.9%､県:62.7%)」が高い一方、「学校に

おいて体罰を受けること(国:34.8%､県:22.8%)」は低くなっている。 

 

79.0%

62.7%

55.8%

31.1%

22.9%

22.8%

1.8%

3.9%

3.3%

1.7%

72.7%

30.7%

26.1%

28.6%

10.0%

35.2%

4.7%

1.3%

10.9%

2.6%

65.2%

53.9%

56.0%

31.4%

23.7%

34.8%

1.5%

12.0%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

いじめを受けること

家庭内において虐待を受ける

こと（育児放棄を含む）

いじめ、体罰や虐待を

見て見ぬふりをすること

子どもの意見（学校や就職先の

選択等）について、大人がその

意見を理由もなく否定すること

児童買春・児童ポルノ等

の対象となること

学校において体罰を受けること

その他

特にない

わからない

無回答

R4 県調査

H27県調査

R4 国調査
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【性別】 

男性、女性とも「いじめ受けること」が最も高くなっている。 

 

 

【年齢別】 

どの年齢も「いじめ受けること」が最も高くなっている。 

  

 

【地区別】 

どの地区も「いじめを受けること」が最も高くなっている。 

  

 

【職業別】 

  教員では、「いじめを受けること」と「家庭内において虐待を受けること（育児放棄を

含む）」が最も高く、他の職業では「いじめを受けること」が最も高くなっている。 
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問８ 高齢者に関し、あなたは現在、どのような人権問題が起きていると思いますか。

（複数回答可） 

 

「悪徳商法、特殊詐欺の被害が多いこと（59.6%）」が最も高く、次いで、「看護や介

護において嫌がらせや虐待を受けること(56.8%)」、「経済的に自立が困難なこと

（38.4%）」が高くなっている。 

Ｈ２７県調査と比較すると、「悪徳商法、特殊詐欺の被害が多いこと（43.5%→59.6%）」

など多くの項目で増加している。  

59.6%

56.8%

38.4%

28.6%

23.7%

15.5%

12.2%

9.9%

1.3%

4.6%

4.6%

1.6%

43.5%

51.5%

34.1%

27.2%

25.1%

6.3%

10.0%

6.6%

0.7%

2.9%

1.8%

1.7%

44.7%

33.6%

27.9%

31.7%

28.4%

22.2%

14.9%

17.8%

0.7%

13.5%

1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

悪徳商法、特殊詐

欺の被害が多いこと

看護や介護において嫌が

らせや虐待を受けること

経済的に自立が困難なこと

高齢者が邪魔者扱いや、

つまはじきにされること

働く能力を発揮する

機会が少ないこと

アパート等への入

居を拒否されること

高齢者の意見や行動

が尊重されないこと

差別的な言動をされること

その他

特にない

分からない

無回答

R4 県調査

H27県調査

R4 国調査
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Ｒ４国調査と比較すると、「悪徳商法、特殊詐欺の被害が多いこと(国:44.7%､

県:59.6%)」、「看護や介護において嫌がらせや虐待を受けること(国:33.6%､県:56.8%)」、

「経済的に自立が困難なこと(国:27.9%､県:38.4%)」が高く、他の項目では低くなって

いる。 

 

 

【性別】 

男性では、「悪徳商法、特殊詐欺の被害が多いこと」が最も高く、女性では、「看護や

介護において嫌がらせや虐待を受けること」が最も高くなっている。 

 

 

【年齢別】 

18～29 歳、30～39歳､50～59 歳では、「看護や介護において嫌がらせや虐待を受ける

こと」が最も高く、他の年齢では、「悪徳商法、特殊詐欺の被害が多いこと」が最も高

くなっている。 

70 歳以上では、「悪徳商法、特殊詐欺の被害が多いこと（56.9%）」、「看護や介護にお

いて嫌がらせや虐待を受けること（48.6%）」、「経済的に自立が困難なこと(36.0%)」、

「高齢者が邪魔者扱いや、つまはじきにされること（26.2％）」の順となっている。 

 

【地区別】 

どの地区も「悪徳商法、特殊詐欺の被害が多いこと」が最も高くなっている。 

  

 

【職業別】 

  自営業、公務員、教員、臨時・パート・アルバイトでは、「看護や介護において嫌が

らせや虐待を受けること」が最も高く、会社員・各種団体役職員、無職では「悪徳商

法、特殊詐欺の被害が多いこと」が最も高くなっている。 

  学生では、「看護や介護において嫌がらせや虐待を受けること」と「悪徳商法、特殊

詐欺の被害が多いこと」が最も高くなっている。 
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問９ 障がい者に関し、あなたは現在、どのような人権問題が起きていると思いますか。

（複数回答可） 

 

「就職・職場で不利な扱いを受けること（54.8%）」が最も高くなっている。 

Ｈ２７県調査と比較すると、「職場、学校等で嫌がらせやいじめを受けること」

（34.0%→43.5%）など、全ての項目が増加している。 

Ｒ４国調査と比較すると、「就職・職場で不利な扱いを受けること(国:38.2%、

県:54.8%）」などが高くなっている。一方、「差別的な言動をされること」などは低く

なっている。 

 

  

54.8%

43.5%

42.9%

35.9%

23.8%

20.8%

15.4%

13.6%

12.7%

1.6%

4.7%

12.5%

1.6%

51.7%

34.0%

37.9%

27.5%

22.0%

17.0%

9.3%

7.0%

9.7%

1.2%

5.7%

10.1%

3.4%

38.2%

43.3%

40.7%

38.9%

19.0%

14.9%

12.5%

13.2%

8.8%

1.4%

18.4%

1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

就職・職場で不利な

扱いを受けること

職場、学校等で嫌がらせ

やいじめを受けること

じろじろ見られたり、

避けられたりすること

差別的な言動をされること

結婚について、周囲か

ら反対を受けること

スポーツ・文化活動・地域活

動に気軽に参加できないこと

アパート等への入居

を拒否されること

宿泊施設､公共交通機関の

利用､店舗等への入店や施設…

悪徳商法の被害が多いこと

その他

特にない

わからない

無回答

R4 県調査

H27県調査

R4 国調査
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【性別】 

男性、女性とも「就職・職場で不利な扱いを受けること」が最も高くなっている。 

 

 

【年齢別】 

どの年齢も「就職・職場で不利な扱いを受けること」が最も高くなっている。 

  

 

【地区別】 

どの地区も「就職・職場で不利な扱いを受けること」が最も高くなっている。 

  

 

【職業別】 

  教員では、「職場、学校等で嫌がらせやいじめを受けること」が最も高く、学生で

は、「職場、学校等で嫌がらせやいじめを受けること」と「就職・職場で不利な扱いを

受けること」が最も高くなっている。 

他の職業では、「就職・職場で不利な扱いを受けること」が最も高くなっている。 
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問１０ 部落差別（同和問題）について、あなたが初めて知ったきっかけは、何からです

か。（１つ選択） 

 

 

「テレビ・ラジオ・新聞・本等で知った（14.5%）」が最も高く、次いで、「学校の授業

で教わった（14.0%）」、「家族から聞いた（13.7%）」が高くなっている。 

  

テレビ・ラジオ・新聞・

本等で知った, 14.5%

学校の授業で

教わった, 

14.0%

家族から聞いた, 

13.7%

部落差別(同和

問題)は知って

いるがきっかけ

は覚えていな…
職場の人から聞

いた, 4.9%
友だちから聞いた, 

4.0%

部落差別(同和問題)の

集会や研修会で知った, 

2.3%

近所の人から聞いた, 

1.6%

都道府県や市町の広

報誌や冊子等で知った, 

1.2%

親戚の人から

聞いた, 0.8%

その他, 1.8%

部落差別(同和問

題)を知らない, 19.5%

無回答, 9.5%
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【経年比較】 

 

Ｈ２７県調査と比較すると、「学校の授業で教わった（9.1%→14.0%）」が増加してい

る。一方、「部落差別（同和問題）は知っているがきっかけは覚えていない（16.0%→

12.1%）」が減少している。 

「部落差別の実態に係る調査（法務省人権擁護局）（令和元年調査。以下、Ｒ１国調

査）」と比較すると、「部落差別（同和問題）を知らない（国:10.6%､県:19.5%）」が高く、

「学校の授業で教わった（国:27.8%､県:14.0%）」が低くなっている。 

  

14.5%

14.0%

13.7%

12.1%

4.9%

4.0%

2.3%

1.6%

1.2%

0.8%

1.8%

19.5%

9.5%

13.6%

9.1%

15.1%

16.0%

7.0%

2.5%

3.1%

2.0%

1.4%

1.2%

2.2%

18.1%

8.6%

15.5%

27.8%

16.3%

10.4%

3.7%

2.6%

2.7%

1.5%

1.7%

1.2%

1.1%

10.6%

1.7%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

テレビ・ラジオ・新聞・本等で

知った

学校の授業で教わった

家族から聞いた

部落差別(同和問題)は知って

いるがきっかけは覚えていない

職場の人から聞いた

友だちから聞いた

部落差別(同和問題)の

集会や研修会で知った

近所の人から聞いた

都道府県や市町の広

報誌や冊子等で知った

親戚の人から聞いた

その他

部落差別(同和問題)を知らな

い

無回答

R4 県調査

H27県調査

R4 国調査
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【性別】 

 

  男性では、「テレビ・ラジオ・新聞・本等で知った」が最も高く、女性では、「家族か

ら聞いた」が最も高くなっている。 

 

  

14.5%

14.4%

14.4%

14.0%

14.0%

14.1%

13.7%

8.9%

17.4%

12.1%

13.1%

11.4%

4.9%

7.0%

3.3%

4.0%

6.1%

2.5%

19.5%

18.4%

20.7%

9.5%

9.5%

9.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

男性

女性

テレビ・ラジオ・新聞・本等で知った 学校の授業で教わった 家族から聞いた

部落差別(同和問題)は知って

いるがきっかけは覚えていない

職場の人から聞いた 友だちから聞いた

部落差別(同和問題)の

集会や研修会で知った

近所の人から聞いた 都道府県や市町の広

報誌や冊子等で知った

親戚の人から聞いた その他 部落差別(同和問題)を知らない

無回答
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【年齢別】 

 

 

  若い世代ほど、「学校の授業で教わった」が高くなっている。また、「部落差別（同和

問題）を知らない」は、30～39 歳(32.5%)が高く、60～69 歳(15.0%)が低くなってい

る。 

 

14.5%

11.0%

6.1%

15.7%

11.3%

15.0%

17.6%

14.0%

31.5%

26.3%

19.7%

20.1%

10.2%

4.3%

14%

16%

7%

15%

15%

16%

13%

12.1%

1.4%

8.8%

9.6%

12.4%

15.0%

14.4%

4.9%

4.4%

6.2%

4.1%

5.9%

4.8%

19.5%

26.0%

32.5%

20.8%

18.0%

15.0%

17.9%

9.5%

8.2%

7.0%

6.2%

9.3%

9.1%

12.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

テレビ・ラジオ・新聞・本等で知った 学校の授業で教わった 家族から聞いた

部落差別(同和問題)は知って

いるがきっかけは覚えていない

職場の人から聞いた 友だちから聞いた

部落差別(同和問題)の

集会や研修会で知った

近所の人から聞いた 都道府県や市町の広

報誌や冊子等で知った

親戚の人から聞いた その他 部落差別(同和問題)を知らない

無回答
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【地区別】 

 
  

福井地区、奥越地区、丹南地区では、「テレビ・ラジオ・新聞・本等で知った」が最も高く

なっている。 

坂井地区では、「家族から聞いた」が最も高くなっている。 

嶺南地区では、「学校の授業で教わった」が最も高くなっている。 

 

 

  

14.5%

18.2%

3.1%

16.3%

14.2%

10.3%

14.0%

13.9%

14.8%

14.3%

12.7%

17.9%

13.7%

12.0%

26.6%

14.3%

10.7%

14.5%

12.1%

12.0%

14.1%

12.2%

10.4%

15.4%

4.9%

4.3%

5.5%

5.4%

6.4%

0.9%

4.0%

4.5%

5.5%

4.1%

2.3%

6.0%

19.5%

20.3%

6.3%

19.7%

26.6%

10.3%

9.5%

8.5%

14.8%

6.8%

8.7%

12.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

福井地区

坂井地区

奥越地区

丹南地区

嶺南地区

テレビ・ラジオ・新聞・本等で知った 学校の授業で教わった 家族から聞いた

部落差別(同和問題)は知って

いるがきっかけは覚えていない

職場の人から聞いた 友だちから聞いた

部落差別(同和問題)の

集会や研修会で知った

近所の人から聞いた 都道府県や市町の広

報誌や冊子等で知った

親戚の人から聞いた その他 部落差別(同和問題)を知らない

無回答
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【職業別】 

 

自営業、臨時・パート・アルバイトでは、「家族から聞いた」が最も高くなっている。 

会社員・各種団体役職員、公務員、教員、学生では、「学校の授業で教わった」が最

も高くなっている。 

無職では、「テレビ・ラジオ・新聞・本等で知った」が最も高くなっている。 

   

14.5%

15.8%

12.1%

7.9%

13.6%

4.5%

19.4%

9.5%

14.0%

8.9%

18.4%

31.7%

50.0%

13.6%

54.5%

5.4%

7.1%

13.7%

20.8%

9.7%

12.7%

7.1%

17.7%

13.6%

14.0%

11.9%

12.1%

13.9%

11.8%

7.9%

14.3%

7.1%

16.6%

7.1%

4.9%

4.0%

5.5%

6.3%

6.6%

3.4%

7.1%

4.0%

6.9%

3.2%

3.2%

4.0%

4.4%

7.1%

19.5%

10.9%

25.8%

9.5%

20.7%

22.7%

17.1%

23.8%

9.5%

10.9%

7.4%

9.5%

21.4%

10.6%

4.5%

10.4%

9.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

自営業

会社員・各種団体役職員

公務員

教員

臨時・パート・アルバイト

学生

無職

その他

テレビ・ラジオ・新聞・本等で知った 学校の授業で教わった 家族から聞いた

部落差別(同和問題)は知って

いるがきっかけは覚えていない

職場の人から聞いた 友だちから聞いた

部落差別(同和問題)の

集会や研修会で知った

近所の人から聞いた 都道府県や市町の広

報誌や冊子等で知った

親戚の人から聞いた その他 部落差別(同和問題)を知らない

無回答
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問１１ 部落差別（同和問題）に関し、あなたは現在、どのような人権問題が起きている

と思いますか。（複数回答可） 

「結婚について、周囲から反対を受けること(37.7%)」が最も高く、次いで、「わから

ない（35.9%）」が高くなっている。 

Ｈ２７県調査と比較すると、「差別的な言動をされること（19.9%→25.5%）」、「イン

ターネットを利用して差別的な情報が掲載されること（8.0%→13.5%）」などが増加し

ている。 

Ｒ４国調査と比較すると、多くの項目で低くなっている。 

  

37.7%

25.5%

21.9%

18.2%

13.5%

10.5%

4.3%

0.9%

6.6%

35.9%

1.6%

41.9%

19.9%

20.4%

19.3%

8.0%

9.2%

3.3%

1.2%

8.3%

29.4%

3.6%

40.4%

32.3%

24.3%

27.5%

14.9%

12.5%

1.6%

24.3%

5.5%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

結婚について、周囲か

ら反対を受けること

差別的な言動をされること

身元調査をされること

就職・職場で不利な

扱いを受けること

インターネットを利用して差別

的な情報が掲載されること

家や土地を購入したり、マン

ションを建設する際に、旧同

和地区かどうかを調べること

差別的な落書きをされること

その他

特にない

わからない

無回答

R4 県調査

H27県調査

R4 国調査
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【性別】 

  男性、女性とも「結婚について、周囲から反対を受けること」が最も高くなってい

る。 

 

 

【年齢別】 

  18～29 歳、40～49 歳､50～59 歳、60～69 歳では、「結婚について、周囲から反対を受

けること」が最も高く、30～39 歳、70 歳以上では、「わからない」が最も高くなってい

る。 

 

 

【地区別】 

  坂井地区、嶺南地区では、「結婚について、周囲から反対を受けること」が最も高

く、福井地区、奥越地区では、「わからない」が最も高くなっている。 

  丹南地区は、「わからない」と「結婚について、周囲から反対を受けること」が最も

高くなっている。 

 

 

【職業別】 

自営業、会社員・各種団体役職員、公務員、教員、学生では、「結婚について、周囲

から反対を受けること」が最も高く、無職では、「わからない」が最も高くなってい

る。 

臨時・パート・アルバイトでは、「わからない」と「結婚について、周囲から反対を

受けること」が最も高くなっている。 
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問１２（１） あなたは、現在でも部落差別があると思いますか。（１つ選択） 

 

「ある（54.0%）」が５割を超えている。 

 

 

【国との比較】 

 

 

Ｒ1 国調査と比較すると、「ある（国:73.4%､県:54.0%）」が低く、「ない（国:24.2%､

県:41.7%）」が高くなっている。 

 

  

ある, 54.0%

ない, 41.7%

無回答, 4.2%

54.0%

41.7%

4.2%

73.4%

24.2%

2.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

ある

ない

無回答

R4 県調査

R1 国調査
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【性別】 

男性、女性とも「ある」が高くなっている。 

 

 

【年齢別】 

70 歳以上では、「ない」が高く、他の年齢では「ある」が高くなっている。 

 

  

54.0%

54.5%

53.8%

41.7%

41.9%

41.8%

4.2%

3.6%

4.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

ある ない 無回答

54.0%

54.8%

51.8%

59.6%

64.4%

60.2%

43.8%

41.7%

43.8%

47.4%

39.9%

34.0%

36.6%

46.9%

4.2%

1.4%

0.9%

0.6%

1.5%

3.1%

9.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

ある ない 無回答
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【地区別】 

どの地区も「ある」が高くなっている。 

  「ある」は、坂井地区が最も高く、奥越地区が最も低くなっている。 

  

 

  

54.0%

52.4%

66.4%

49.7%

52.0%

60.7%

41.7%

43.2%

28.9%

42.2%

45.7%

36.8%

4.2%

4.5%

4.7%

8.2%

2.3%

2.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

福井地区

坂井地区

奥越地区

丹南地区

嶺南地区

ある ない 無回答
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【職業別】 

 

学生以外の職業では、「ある」が最も高くなっている。 

  公務員では、「ある」が最も高く、学生では、「ある」が最も低くなっている。 

54.0%

61.4%

56.6%

71.4%

64.3%

51.0%

45.5%

49.5%

47.6%

41.7%

32.7%

42.4%

25.4%

35.7%

46.0%

54.5%

43.3%

40.5%

4.2%

5.9%

1.1%

3.2%

3.0%

7.3%

11.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

自営業

会社員・各種団体役職員

公務員

教員

臨時・パート・アルバイト

学生

無職

その他

ある ない 無回答
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問１２（２） 現在でも部落差別が残っているとすれば、その原因はどこにあると思いま

すか。（複数回答可） 

 

「昔からある偏見や差別意識を、そのまま受け入れてしまう人が多いから（71.6%）」

が最も高く、次いで、「部落差別に関する正しい知識を持っていない人がいるから

（47.0%）」、「地域社会や家庭において偏見が植え付けられることがあるから（38.7%）」

が高くなっている。 

Ｒ１国調査と比較すると、多くの項目で低くなっており、「わからない(国:3.0%､

県:7.3%)」が高くなっている。 

 

  

71.6%

47.0%

38.7%

22.4%

21.6%

18.5%

10.4%

4.7%

3.9%

2.9%

0.3%

7.3%

1.4%

75.0%

59.0%

48.4%

21.5%

28.7%

27.9%

17.4%

3.6%

6.4%

2.7%

0.3%

3.0%

0.3%

0% 20% 40% 60% 80%

昔からある偏見や差別意識を､その

まま受け入れてしまう人が多いから

部落差別に関する正しい知識

を持っていない人がいるから

地域社会や家庭において偏見

が植え付けられることがあるから

｢同和は怖い｣という意識が

まだ残っているから

落書きやインターネット上などで

差別を助長する人がいるから

これまでの教育や啓発

が十分でなかったから

旧同和地区が行政から優遇

されていたように感じるから

道路や水道などのインフラ整備が

十分でない地域がまだ残っているから

教育や啓発をやり過ぎたから

その他

特にない

わからない

無回答

R4 県調査

R1 国調査
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【性 別】 

男性、女性とも「昔からある偏見や差別意識を、そのまま受け入れてしまう人が多い

から」が最も高くなっている。 

 

 

【年齢別】 

どの年齢も「昔からある偏見や差別意識を、そのまま受け入れてしまう人が多いか

ら」が最も高くなっている。 

 

 

【地区別】 

どの地区も「昔からある偏見や差別意識を、そのまま受け入れてしまう人が多いか

ら」が最も高くなっている。 

 

 

【職業別】 

どの職業も「昔からある偏見や差別意識を、そのまま受け入れてしまう人が多いか

ら」が最も高くなっている。 
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問１３ あなたは、部落差別に関する問題を解消するために効果的と思われることは何で

すか。（複数回答可） 

 

 

「教育・啓発、相談体制の充実などの施策を推進する（37.4%）」が最も高く、次いで、

「職場や地域社会でみんなが話し合えるような環境を作っていく（25.0%）」、「マスメデ

ィア（テレビや新聞など）がもっと問題を取り上げる（24.4%）」が高くなっている。 

Ｒ１国調査と比較すると、いずれの調査も「教育・啓発、相談体制の充実などの施策

を推進する(国:49.1%､県:37.4%)」が最も高くなっている。 

  

37.4%

25.0%

24.4%

13.4%

12.2%

10.0%

0.7%

7.3%

3.6%

19.3%

5.0%

49.1%

25.3%

31.0%

13.9%

15.2%

19.7%

1.4%

8.8%

4.4%

13.2%

0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

教育･啓発､相談体制の充

実などの施策を推進する

職場や地域社会でみんなが話し

合えるような環境を作っていく

マスメディア（テレビや新聞など）

がもっと問題を取り上げる

どのようにしても差別はなくならない

被害者の救済を図る

自然になくなるのを待つ

部落差別に関する差別

意識を解消する必要はない

効果的なものはない

その他

10 わからない

無回答

R4 県調査

R1 国調査
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【性 別】 

男性、女性とも「教育・啓発、相談体制の充実などの施策を推進する」が最も高くな

っている。 

 

 

【年齢別】 

どの年齢も「教育・啓発、相談体制の充実などの施策を推進する」が最も高くなって

いる。 

 

 

【地区別】 

どの地区も「教育・啓発、相談体制の充実などの施策を推進する」が最も高くなって

いる。 

 

 

【職業別】 

学生では、「職場や地域社会でみんなが話し合えるような環境を作っていく」が最も

高く、他の職業では、「教育・啓発、相談体制の充実などの施策を推進する」が最も高

くなっている。 
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問１４ あなたは、部落差別に関する問題を解消するために、学校教育や啓発（講演会、

研修会、広報等）を今後どのようにすればよいと思いますか。（１つ選択） 

 

「やるべきであるが、方法や内容を変えるべきである（33.9%）」が最も高く、次いで、

「わからない（28.9%）」、「積極的に行うべきである（16.3%）」が高くなっている。一方、

「あまりやらない方がよい（5.5%）」、「やるべきでない(1.8%)」は低くなっている。 

 

【国との比較】 

 

やるべきであるが､

方法や内容を変え

るべきである, 

33.9%

積極的に行うべき

である, 16.3%

今のままで十分である, 6.5%あまりやらない方がよい, 5.5%

やるべきでない, 1.8%

部落差別に関する問

題を解消する必要は

ない, 0.4%

その他, 1.7%

わからない, 28.9%

無回答, 5.0%

33.9%

16.3%

6.5%

5.5%

1.8%

0.4%

1.7%

28.9%

5.0%

37.6%

18.4%

8.4%

10.0%

3.4%

0.7%

1.4%

19.4%

0.6%

0% 10% 20% 30% 40%

やるべきであるが､方法や内容を変えるべきである

積極的に行うべきである

今のままで十分である

あまりやらない方がよい

やるべきでない

部落差別に関する問題を解消する必要はない

その他

わからない

無回答

R4 県調査

R1 国調査
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Ｒ１国調査と比較すると、いずれの調査も「やるべきであるが、方法や内容を変える

べきである(国:37.6%､県:33.9%)」が最も高くなっている。 

 

 

【性 別】 

男性、女性とも「やるべきであるが、方法や内容を変えるべきである」が最も高くな

っている。 

 

 

【年齢別】 

70 歳以上では、「わからない」が最も高く、次いで、「やるべきであるが、方法や内容

を変えるべきである」が高くなっている。 

他の年齢では、「やるべきであるが、方法や内容を変えるべきである」が最も高く、

次いで、「わからない」が高くなっている。 

 

 

【地区別】 

福井地区では、「わからない」が最も高く、次いで、「やるべきであるが、方法や内容

を変えるべきである」が高くなっている。 

他の地区では、「やるべきであるが、方法や内容を変えるべきである」が最も高く、

次いで、「わからない」が高くなっている。 

 

 

【職業別】 

無職では、「わからない」が最も高く、他の職業では、「やるべきであるが、方法や内

容を変えるべきである」が高くなっている。 
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問１５ 日本に居住している外国人に関し、あなたは現在、どのような人権問題が起きて

いると思いますか。（複数回答可） 

 

 

「就職・職場で不利な扱いを受けること(38.8%)」が最も高く、次いで、「風習や慣習

等の違いが受け入れられないこと（36.4%）」、「じろじろ見られたり、避けられたりする

こと（23.6%）」が高くなっている。 

Ｈ２７県調査と比較すると、「就職・職場で不利な扱いを受けること(26.9%→38.8%)」

など多くの項目が増加している。 

Ｒ４国調査と比較すると、「就職・職場で不利な扱いを受けること(国:22.1%､

県:38.8%)」、「風習や慣習等の違いが受け入れられないこと（国:27.8%､県:36.4%）」、

「じろじろ見られたり、避けられたりすること（国:18.8%､県:23.6%）」が高く､「特に

ない(国:38.3%､県：9.0%)」が低くなっている。 

  

38.8%

36.4%

23.6%

19.4%

17.0%

14.8%

10.5%

4.3%

1.8%

9.0%

21.8%

1.9%

26.9%

35.1%

18.9%

12.5%

12.0%

11.0%

13.7%

3.2%

1.1%

13.8%

21.1%

3.7%

22.1%

27.8%

18.8%

19.1%

12.5%

19.5%

12.3%

5.1%

2.2%

38.3%

1.5%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

就職･職場で不利な扱いを受けること

風習や慣習等の違いが受け入れられないこと

じろじろ見られたり､避けられたりすること

職場､学校等で嫌がらせやいじめを受けること

アパート等への入居を拒否されること

差別的な言動をされること

結婚について､周囲から反対を受けること

宿泊施設､店舗等への入店や施設利用を拒否されること

その他

特にない

わからない

無回答

R4 県調査

H27県調査

R4 国調査
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【性別】 

男性では、「風習や慣習等の違いが受け入れられないこと」、女性では、「就職･職場で

不利な扱いを受けること」が最も高くなっている。 

 

 

【年齢別】 

18～29 歳、30～39歳では、「風習や慣習等の違いが受け入れられないこと」、40～49

歳、50～59 歳、70歳以上では、「就職･職場で不利な扱いを受けること」が最も高くな

っている。 

60～69 歳では、「風習や慣習等の違いが受け入れられないこと」と「就職･職場で不利

な扱いを受けること」が最も高くなっている。 

 

 

【地区別】 

福井地区、坂井地区、丹南地区では、「就職･職場で不利な扱いを受けること」が最も高

く、奥越地区、嶺南地区では、「風習や慣習等の違いが受け入れられないこと」が最も高

くなっている。 

 

 

【職業別】 

自営業、会社員・各種団体役職員、教員、臨時・パート・アルバイト、無職では、

「就職･職場で不利な扱いを受けること」が最も高く、公務員、学生では、「風習や慣習

等の違いが受け入れられないこと」が最も高くなっている。  
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問１６ 感染症患者やその家族に関し、あなたは現在、どのような人権問題が起きている

と思いますか。（複数回答可） 

 

 

「結婚について、周囲から反対を受けること（44.5%）」が最も高く、次いで、「就

職・職場で不利な扱いを受けること（34.5%）」、「差別的な言動をされること（29.6%）」

が高くなっている。 

Ｈ２７県調査と比較すると、「結婚について、周囲から反対を受けること（51.7%→

44.5%）」、「就職・職場で不利な扱いを受けること（36.3%→34.5%）」が減少している。 

 

  

44.5%

34.5%

29.6%

17.2%

14.2%

11.2%

10.5%

4.2%

0.2%

4.2%

32.9%

1.9%

51.7%

36.3%

26.8%

19.5%

11.7%

11.4%

12.1%

5.5%

0.7%

5.2%

25.2%

3.1%

0% 20% 40% 60%

結婚について､周囲から反対を受けること

就職･職場で不利な扱いを受けること

差別的な言動をされること

ハンセン病療養所の外で自立した生活を営むのが

困難なこと

治療や入院を断られること

宿泊施設､店舗等への入店や施設利用を拒否され

ること

アパート等への入居を拒否されること

無断でエイズ検査等をされること

その他

特にない

わからない

無回答

R4 県調査

H27県調査
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【性別】 

  男性、女性とも「結婚について、周囲から反対を受けること」が最も高くなってい

る。 

 

 

【年齢別】 

  30～39 歳では、「差別的な言動をされること」が高く、70歳以上では「わからない」

が最も高くなっている。他の年齢では、「結婚について、周囲から反対を受けること」が

最も高くなっている。 

 

 

【地区別】 

どの地区も「結婚について、周囲から反対を受けること」が最も高くなっている。 

 

 

【職業別】 

教員では、「差別的な言動をされること」が最も高く、無職では「わからない」が最

も高くなっている。 

公務員では、「結婚について、周囲から反対を受けること」と「差別的な言動をされ

ること」が最も高くなっている。 

他の職業では、「結婚について、周囲から反対を受けること」が最も高くなっている。 
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問１７ 犯罪被害者やその家族等に関し、あなたは現在、どのような人権問題が起きてい

ると思いますか。（複数回答可） 

 

 

「事件のことに関して、周囲にうわさ話をされること（62.7%）」が最も高く、次いで、

「報道によってプライバシーに関することが公表されたり、取材によって私生活の平穏

が保てなくなること（60.7%）」、「犯罪行為によって精神的なショックを受けること

（59.3%）」が高くなっている。 

Ｈ２７県調査と比較すると、「事件のことに関して、周囲にうわさ話をされること

（56.2%→62.7%）」など多くの項目が増加している。 

 

 

  

62.7%

60.7%

59.3%

37.1%

36.6%

35.5%

32.2%

0.7%

1.2%

13.8%

1.8%

56.2%

57.5%

57.6%

31.9%

33.9%

28.0%

25.3%

0.7%

2.7%

13.2%

2.8%

0% 20% 40% 60% 80%

事件のことに関して､周囲にうわさ話をされること

報道によってプライバシーに関することが公表され

たり、取材によって私生活の平穏が保てなくなること

犯罪行為によって精神的なショックを受けること

捜査や刑事裁判において精神的負担を受けること

警察に相談しても期待どおりの対応が得られないこ

と

犯罪行為によって経済的負担を受けること

刑事手続に必ずしも被害者の声が

十分反映されるわけではないこと

その他

特にない

わからない

無回答

R4 県調査

H27県調査
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【性別】 

  男性、女性とも「事件のことに関して、周囲にうわさ話をされること」が最も高くな

っている。 

 

 

【年齢別】 

  18～29 歳､40～49 歳､50～59 歳、70 歳以上では、「事件のことに関して、周囲にうわさ

話をされること」が最も高く、他の年齢では、「報道によってプライバシーに関するこ

とが公表されたり、取材によって私生活の平穏が保てなくなること」が最も高くなって

いる。 

 

【地区別】 

  坂井地区では、「犯罪行為によって精神的にショックを受けること」が最も高く、奥

越地区、丹南地区では、「事件のことに関して、周囲にうわさ話をされること」が最も

高く、嶺南地区では、「報道によってプライバシーに関することが公表されたり、取材

によって私生活の平穏が保てなくなること」が最も高くなっている。 

  福井地区では、「事件のことに関して、周囲にうわさ話をされること」と「報道によ

ってプライバシーに関することが公表されたり、取材によって私生活の平穏が保てなく

なること」が最も高くなっている。 

 

 

【職業別】 

会社員・各種団体役職員、公務員、教員では、「事件のことに関して、周囲にうわさ

話をされること」が最も高くなっている。 

自営業では、「報道によってプライバシーに関することが公表されたり、取材によっ

て私生活の平穏が保てなくなること」が高くなっている。 

臨時・パート・アルバイトでは、「犯罪行為によって精神的にショックを受けること」

が最も高く、学生では、「報道によってプライバシーに関することが公表されたり、取

材によって私生活の平穏が保てなくなること」と「事件のことに関して、周囲にうわさ

話をされることが最も高くなっている。 
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問１８ 同性愛、両性愛といった性的指向に関し、あなたは現在、どのような人権問題が

起きていると思いますか。（複数回答可） 

 

「差別的な言動をされること（40.0%）」が最も高く、次いで、「じろじろ見られたり､

避けられたりすること（39.0%）」、「職場､学校等で嫌がらせやいじめを受けること

（37.7%）」が高くなっている。 

Ｈ２７県調査と比較すると、「職場、学校等で嫌がらせやいじめを受けること（25.1%

→37.7%）」が増加するなど、多くの項目が増加している。 

 

  

40.0%

39.0%

37.7%

26.5%

7.7%

4.7%

1.6%

6.7%

26.4%

2.0%

32.8%

31.4%

25.1%

23.5%

8.2%

3.8%

1.3%

8.3%

32.3%

3.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

差別的な言動をされること

じろじろ見られたり､避けられたりすること

職場､学校等で嫌がらせやいじめを受けること

就職・職場で不利な扱いを受けること

アパート等への入居を拒否されること

宿泊施設､店舗等への入店や施設利用を拒否され

ること

その他

特にない

わからない

無回答

R4 県調査

H27県調査
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【性別】 

男性、女性とも「差別的な言動をされること」が最も高くなっている。 

 

 

【年齢別】 

18～29 歳、30～39歳、40～49 歳、50～59 歳では、「差別的な言動をされること」が最

も高く、60～69 歳では、「職場、学校等で嫌がらせやいじめを受けること」、70歳以上で

は、「わからない」が最も高くなっている。 

 

 

【地区別】 

福井地区、坂井地区、嶺南地区では、「差別的な言動をされること」が最も高く、奥

越地区では、「じろじろ見られたり､避けられたりすること」が最も高くなっている。 

丹南地区では、「職場、学校等で嫌がらせやいじめを受けること」が最も高くなって

いる。 

 

 

【職業別】 

自営業、臨時・パート・アルバイトでは、「職場、学校等で嫌がらせやいじめを受け

ること」が最も高く、会社員・各種団体役職員、公務員、学生では、「差別的な言動を

されること」が最も高くなっている。 

  教員では、「差別的な言動をされること」と「じろじろ見られたり､避けられたりする

こと」と「職場､学校等で嫌がらせやいじめを受けること」が最も高くなっている。 

  無職では、「わからない」が最も高くなっている。  
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問１９ からだの性とこころの性が一致しない性同一性障害者に関し、あなたは現在、ど

のような人権問題が起きていると思いますか。（複数回答可） 

 
「差別的な言動をされること（40.8%）」が最も高く、次いで、「職場、学校等で嫌が

らせやいじめを受けること（39.2%）」、「じろじろ見られたり、避けられたりすること

（34.6%）」が高くなっている。 

Ｈ２７県調査と比較すると、「差別的な言動をされること（32.3%→40.8%）」など、多

くの項目が増加している。 

 

 

  

40.8%

39.2%

34.6%

28.0%

5.2%

4.7%

1.4%

5.8%

28.5%

2.0%

32.2%

35.0%

30.2%

27.7%

3.8%

4.6%

1.1%

7.3%

29.9%

4.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

差別的な言動をされること

職場､学校等で嫌がらせやいじめを受けること

じろじろ見られたり､避けられたりすること

就職・職場で不利な扱いを受けること

宿泊施設､店舗等への入店や施設利用を拒否

されること

アパート等への入居を拒否されること

その他

特にない

わからない

無回答

R4 県調査

H27県調査
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【性別】 

男性では、「差別的な言動をされること」が最も高く、女性では、「職場、学校等で嫌

がらせやいじめを受けること」、「差別的な言動をされること」が最も高くなっている。 

 

 

【年齢別】 

18～29 歳、30～39 歳では、「職場、学校等で嫌がらせやいじめを受けること」が最も

高く、40～49 歳、50～59 歳、60～69 歳では、「差別的な言動をされること」が最も高く

なっている。 

70 歳以上では、「わからない」が最も高くなっている。 

 

【地区別】 

福井地区、坂井地区、奥越地区、嶺南地区では、「差別的な言動をされること」が最

も高く、丹南地区では、「職場、学校等で嫌がらせやいじめを受けること」が最も高く

なっている。 

 

 

【職業別】 

自営業、臨時・パート・アルバイトでは、「職場、学校等で嫌がらせやいじめを受け

ること」が最も高く、会社員・各種団体役職員、公務員、学生では、「差別的な言動を

されること」が最も高くなっている。 

無職では、「わからない」が最も高く、教員では、「職場、学校等で嫌がらせやいじめ

を受けること」と「じろじろ見られたり、避けられたりすること」が最も高くなってい

る。 
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問２０ あなたは性的マイノリティについてどのような考えやイメージをもっていますか。

（複数回答可） 

 

「性の多様性として認める必要がある（44.1%）」が最も高く、次いで、「理解に努め

ようと思う（37.8%）」、「個人の趣味、趣向の問題である(28.3%)」が高くなっている。 

  

44.1%

37.8%

28.3%

13.4%

11.2%

9.1%

2.5%

2.6%

性の多様性として認める必要がある

理解に努めようと思う

個人の趣味､趣向の問題である

特に注目されている一部の人たち

のことで､身近な問題ではない

身近な問題だと思う

理解ができない

その他

無回答

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%
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【性別】 

 

  男性、女性とも「性の多様性として認める必要がある」が最も高く、次いで、「理解

に努めようと思う」が高くなっている。 

 

【年齢別】 

 

 70 歳以上では、｢理解に努めようと思う｣が最も高く、他の年齢では、「性の多様性と

して認める必要がある」が最も高くなっている。 

年齢が高くなるとともに「理解ができない」が増加している。 

  

44.1%

39.3%

48.1%

37.8%

36.1%

38.9%

28.3%

30.0%

27.2%

13.4%

13.7%

13.5%

11.2%

8.2%

13.5%

9.1%

12.7%

6.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

男性

女性

性の多様性として認める必要がある 理解に努めようと思う 個人の趣味､趣向の問題である

特に注目されている一部の人たち

のことで､身近な問題ではない

身近な問題だと思う 理解ができない

その他 無回答

44.1%

53.4%

52.6%

51.1%

53.6%

45.3%

32.2%

37.8%

39.7%

43.9%

44.4%

42.8%

33.9%

33.0%

28.3%

35.6%

27.2%

30.9%

29.9%

31.9%

23.4%

13.4%

2.7%

7.9%

5.6%

8.8%

18.5%

19.4%

11.2%

19.2%

15.8%

16.3%

14.9%

8.3%

6.3%

9.1%

4.1%

3.5%

3.9%

4.1%

7.5%

17.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

性の多様性として認める必要がある 理解に努めようと思う 個人の趣味､趣向の問題である

特に注目されている一部の人たち

のことで､身近な問題ではない

身近な問題だと思う 理解ができない

その他 無回答
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【地区別】 

 

奥越地区、嶺南地区では、｢理解に努めようと思う｣が最も高く、他の地区では、「性

の多様性として認める必要がある」が最も高くなっている。 

 

  

44.1%

47.2%

45.3%

35.4%

43.9%

42.7%

37.8%

37.2%

39.8%

37.4%

36.4%

44.4%

28.3%

28.0%

29.7%

29.9%

28.9%

24.8%

13.4%

13.5%

10.2%

13.6%

15.6%

10.3%

11.2%

11.1%

14.1%

11.6%

11.0%

8.5%

9.1%

9.4%

7.8%

9.5%

8.7%

10.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

福井地区

坂井地区

奥越地区

丹南地区

嶺南地区

性の多様性として認める必要がある 理解に努めようと思う 個人の趣味､趣向の問題である

特に注目されている一部の人たち

のことで､身近な問題ではない

身近な問題だと思う 理解ができない

その他 無回答
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【職業別】 

 

ほぼ全ての職業で「性の多様性として認める必要がある」が最も高くなっている。 

44.1%

41.6%

50.3%

52.4%

57.1%

51.0%

54.5%

34.5%

35.7%

37.8%

41.6%

39.7%

49.2%

42.9%

35.9%

40.9%

32.6%

47.6%

28.3%

28.7%

31.8%

27.0%

28.6%

25.8%

31.8%

28.0%

16.7%

13.4%

13.9%

7.9%

4.8%

7.1%

17.2%

18.4%

23.8%

11.2%

12.9%

16.1%

14.3%

14.3%

11.6%

22.7%

5.2%

4.8%

9.1%

11.9%

5.8%

6.3%

7.1%

6.6%

4.5%

13.5%

9.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

自営業

会社員・各種団体役職員

公務員

教員

臨時・パート・アルバイト

学生

無職

その他

性の多様性として認める必要がある 理解に努めようと思う 個人の趣味､趣向の問題である

特に注目されている一部の人たち

のことで､身近な問題ではない

身近な問題だと思う 理解ができない

その他 無回答
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問２１ あなたは、身近な人（家族、友人、職場の同僚等）から性的マイノリティである

ことをカミングアウト（自分が当事者であることを他人に告白すること）された

場合、どうしますか。（１つ選択） 

 

「今までどおり付き合う（51.4%）」が最も高く、次いで、「本人が生きたように手助

けする（15.8%）」、「わからない(15.2%)」が高くなっている。 

 

 

【性別】 

 

男性、女性とも「今までどおり付き合う」が最も高くなっている。 

  

今までどおり付

き合う, 51.4%

本人が生きたいように

手助けする, 15.8%

疎遠になるかも

しれない, 5.1%

隠すよう勧める, 

1.3%

つきあいをやめ

る, 0.9%

その他, 0.4%

わからない, 

15.2%

無回答, 

10.0%

51.4%

50.9%

52.3%

15.8%

15.7%

15.6%

5.1%

7.8%

3.1%

15.2%

15.2%

15.5%

10.0%

7.0%

11.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

男性

女性

今までどおり付き合う 本人が生きたいように手助けする 疎遠になるかもしれない

隠すよう勧める つきあいをやめる その他

わからない 無回答
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【年齢別】 

 

どの年齢も「今までどおり付き合う」が最も高くなっている。 

年齢が高くなるにつれ「わからない」が増加し、「今までどおり付き合う」が減少し

ている。 

 

  

51.4%

49.3%

63.2%

63.5%

60.3%

49.6%

40.8%

15.8%

26.0%

20.2%

17.4%

12.4%

16.9%

12.6%

5.1%

1.4%

1.8%

1.1%

4.1%

3.5%

9.8%

15.2%

11.0%

5.3%

8.4%

11.3%

16.9%

22.9%

10.0%

6.8%

8.8%

8.4%

10.3%

9.8%

10.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

今までどおり付き合う 本人が生きたいように手助けする 疎遠になるかもしれない

隠すよう勧める つきあいをやめる その他

わからない 無回答
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【地区別】 

  

どの地区も「今までどおり付き合う」が最も高くなっている。  

51.4%

52.6%

55.5%

50.3%

51.7%

46.2%

15.8%

15.8%

16.4%

18.4%

13.9%

16.2%

5.1%

4.7%

3.9%

4.8%

5.8%

6.0%

15.2%

16.0%

12.5%

15.0%

14.2%

19.7%

10.0%

9.0%

10.9%

6.8%

10.7%

11.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

福井地区

坂井地区

奥越地区

丹南地区

嶺南地区

今までどおり付き合う 本人が生きたいように手助けする 疎遠になるかもしれない

隠すよう勧める つきあいをやめる その他

わからない 無回答
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【職業別】 

 

 

  どの職業も「今までどおり付き合う」が最も高くなっている。 

  学生では、他の職業に比べて、「本人が生きたいように手助けする」が高くなってい

る。 

  

51.4%

48.5%

59.7%

66.7%

64.3%

52.5%

54.5%

41.2%

50.0%

15.8%

10.9%

17.6%

19.0%

7.1%

13.6%

36.4%

14.8%

11.9%

5.1%

4.0%

2.4%

1.6%

14.3%

4.0%

8.0%

16.7%

15.2%

20.8%

11.6%

7.9%

12.1%

4.5%

22.3%

9.5%

10.0%

12.9%

7.1%

3.2%

14.3%

14.6%

4.5%

10.4%

9.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

自営業

会社員・各種団体役職員

公務員

教員

臨時・パート・アルバイト

学生

無職

その他

今までどおり付き合う 本人が生きたいように手助けする 疎遠になるかもしれない

隠すよう勧める つきあいをやめる その他

わからない 無回答
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問２２ 性的マイノリティへの配慮に関し、あなたはどのような取り組みが必要だと思い

ますか。（複数回答可） 

 

※ 一方または双方が性的マイノリティであるカップルが、互いを人生のパートナーで 

あることを自治体の首長に宣誓し、自治体が受領証を交付する制度 

 

「社会制度の見直し［パートナーシップ宣誓制度(※)の導入や性別記載欄の見直しな

ど］（42.5%）」が最も高く、次いで、「性的マイノリティに配慮しているトイレや更衣室

の設置（36.4%）」、「職場、学校における理解の促進（35.2%）」が高くなっている。 

 

  

42.5%

36.4%

35.2%

26.1%

25.3%

21.1%

14.9%

1.4%

4.2%

16.3%

1.7%

社会制度の見直し［パートナー

シップ宣誓制度(※)の導入や

性別記載欄の見直しなど］

性的マイノリティに配慮した

トイレや更衣室の設置

職場､学校における理解の促進

理解を深めるための啓発活動

（講演会の開催や広報誌・チラシなど）

専門相談窓口の設置

性的マイノリティが気軽に集い情報交換できる

コミュニティスペースの設置や機会の確保

窓口対応する行政職員等の研修

その他

何もする必要はない

わからない

無回答

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%
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【性 別】 

男性、女性とも「社会制度の見直し」が最も高くなっている 

 

【年齢別】 

どの年齢でも「社会制度の見直し」が最も高くなっている 

 

【地区別】 

嶺南地区では、「性的マイノリティに配慮しているトイレや更衣室の設置」が最も高

く、他の地区では、「社会制度の見直し」が最も高くなっている 

 

【職業別】 

自営業では、「性的マイノリティに配慮しているトイレや更衣室の設置」が最も高

く、他の職業では、「社会制度の見直し」が最も高くなっている。 
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問２３ 被災者の人権問題に関し、あなたは現在、どのような人権問題が起きていると思

いますか。（複数回答可） 

 

「避難生活の長期化によるストレスに伴ういさかいや虐待が発生すること（41.0%）」が

最も高く、次いで、「差別的な言動をされること(14.4%)」、「学校・幼稚園等で嫌がらせ

やいじめを受けること（12.8%）」が高くなっている。一方、「特にない（12.6%）」、「わ

からない（37.1%）」という回答も高くなっている。 

Ｈ２７県調査と比較すると、「避難生活の長期化によるストレスに伴ういさかいや虐

待が発生すること（51.4%→41.0%）」が減少している。一方、「わからない」が増加して

いる。 

 

 

  

41.0%

14.4%

12.8%

10.2%

3.3%

3.1%

1.6%

1.0%

12.6%

37.1%

2.0%

51.4%

10.8%

6.2%

4.1%

4.2%

2.2%

2.1%

10.5%

27.1%

4.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

避難生活の長期化によるストレスに

伴ういさかいや虐待が発生すること

差別的な言動をされること

学校・幼稚園等で嫌がら

せやいじめを受けること

職場で嫌がらせやいじめを受けること

アパート等への入居を拒否されること

学校､幼稚園等への入学や入園を拒否され

ること

宿泊施設､店舗等への入店

や施設利用を拒否されること

その他

特にない

わからない

無回答

R4 県調査

H27県調査
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【性 別】 

男性では、「避難生活の長期化によるストレスに伴ういさかいや虐待が発生すること」が最も高く、女

性では、「避難生活の長期化によるストレスに伴ういさかいや虐待が発生すること」と「わからない」が

最も高くなっている。 

 

 

【年齢別】 

どの年齢も「避難生活の長期化によるストレスに伴ういさかいや虐待が発生すること」が最も高くな

っている。 

 

 

【地区別】 

奥越地区では、「わからない」が最も高く、他の地区では、「避難生活の長期化によるストレスに伴

ういさかいや虐待が発生すること」が最も高くなっている。 

 

 

【職業別】 

臨時・パート・アルバイト、無職では、「わからない」が最も高く、学生では、「避難生活の長期化に

よるストレスに伴ういさかいや虐待が発生すること」と「わからない」が最も高くなっている。 

他の職業では、「避難生活の長期化によるストレスに伴ういさかいや虐待が発生すること」が最も

高くなっている。 
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問２４ 北朝鮮当局によって拉致された被害者やその家族等に関し、あなたは現在、どの

ような人権問題が起きていると思いますか。（複数回答可） 

 

「拉致された被害者はもちろん、その家族も長い間苦しい思いをしていること

（74.1%）」が最も高く、次いで、「身体や居住移転等の事由や権利を奪われ、帰国でき

ないこと（57.4%）」が高くなっている。 

Ｈ２７県調査と比較すると、「拉致された被害者はもちろん、その家族も長い間苦し

い思いをしていること（77.4→74.1%）」、「身体や居住移転等の事由や権利を奪われ、帰

国できないこと（60.7%→57.4%）」が減少している。一方、「わからない（10.0%→

15.7%）」が増加している。 

  

74.1%

57.4%

10.0%

6.8%

3.4%

1.1%

3.8%

15.7%

1.3%

77.4%

60.7%

11.2%

6.1%

3.5%

1.0%

1.7%

10.0%

3.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

拉致された被害者はもちろん､その家

族も長い間苦しい思いをしていること

身体や居住移転等の自由や権

利を奪われ､帰国できないこと

経済的に自立が困難なこと

差別的な言動をされること

じろじろ見られたり､

避けられたりすること

その他

特にない

わからない

無回答

R4 県調査

H27県調査
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【性 別】 

男性、女性とも「拉致された被害者はもちろん、その家族も長い間苦しい思いをしていること」が最

も高くなっている。 

 

 

【年齢別】 

どの年齢も「拉致された被害者はもちろん、その家族も長い間苦しい思いをしていること」が最も

高くなっている。 

 

 

【地区別】 

どの地区も「拉致された被害者はもちろん、その家族も長い間苦しい思いをしていること」が最

も高くなっている。 

 

 

【職業別】 

どの職業も「拉致された被害者はもちろん、その家族も長い間苦しい思いをしていること」が最も

高くなっている。 
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問２５ 刑を終えて出所した人に関し、あなたは現在、どのような人権問題が起きている

と思いますか。（複数回答可） 

 

「更生した人たちに対する誤った認識や偏見が存在していること（57.3%）」が最も高

く、次いで、「就職・職場で不利な扱いを受けること（51.5%）」、「結婚について、周囲

から反対を受けること（31.5%）」が高くなっている。 

Ｈ２７県調査と比較すると、「メールやインターネット等で悪質な書き込みや嫌がら

せをされること（21.5%→29.3%）」が最も増加している。 

 

  

57.3%

51.5%

31.5%

29.3%

24.9%

19.0%

1.0%

3.4%

22.4%

1.4%

55.6%

45.2%

32.1%

21.5%

20.1%

19.0%

0.7%

5.5%

18.9%

3.1%

0% 20% 40% 60% 80%

更生した人たちに対する誤った

認識や偏見が存在していること

就職･職場で不利な扱いを受けること

結婚について､周囲から反対を受ける

こと

メールやインターネット等で悪質な

書き込みや嫌がらせをされること

アパート等への入居を拒否されること

じろじろ見られたり､避けられたりする

こと

その他

特にない

わからない

無回答

R4 県調査

H27県調査
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【性 別】 

男性、女性とも「更生した人たちに対する誤った認識や偏見が存在していること」が最も高くな

っている。 

 

 

【年齢別】 

18～29 歳、30～39 歳、40～49 歳では、「就職・職場で不利な扱いを受けること」が最も

高く、他の年齢では、「更生した人たちに対する誤った認識や偏見が存在していること」

が最も高くなっている。 

 

 

【地区別】 

どの地区でも「更生した人たちに対する誤った認識や偏見が存在していること」が最も高

くなっている。 

 

 

【職業別】 

教員、学生では、「就職・職場で不利な扱いを受けること」が最も高く、他の職業では、

「更生した人たちに対する誤った認識や偏見が存在していること」が最も高くなっている。
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問２６ インターネットによる人権侵害に関し、あなたは現在、どのような人権問題が

起きていると思いますか。（複数回答可） 

 

「他人を誹謗中傷する情報が掲載されること（81.9%）」が最も高く、次いで、「ＳＮ

Ｓによる交流が犯罪を誘発する場となっていること（62.0%）」、「他人に差別をしようと

する気持ちを起こさせたり、それを助長したりするような情報が掲載されること

（56.1%）」が高くなっている。 

Ｈ２７県調査と比較すると、「他人を誹謗中傷する情報が掲載されること（63.9%→

81.9%）」、「他人に差別をしようとする気持ちを起こさせたり、それを助長したりするよ

うな情報が掲載されること（38.1%→56.1%）」などが増加している。 

Ｒ４国調査と比較すると、「ＳＮＳによる交流が犯罪を誘発する場となっていること

（国:37.0%､県:62.0%）」などは高くなっている。 

  

81.9%

62.0%

56.1%

48.6%

34.2%

28.5%

27.7%

0.8%

1.9%

8.2%

2.2%

63.9%

47.9%

38.1%

44.4%

24.6%

24.4%

1.3%

2.8%

11.4%

3.7%

67.7%

37.0%

42.8%

42.5%

31.5%

17.9%

1.5%

14.7%

3.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

他人を誹謗中傷する

情報が掲載されること

ＳＮＳによる交流が犯罪を

誘発する場となっていること

他人に差別をしようとする気持ち

を起こさせたり､それを助長したり

するような情報が掲載されること

プライバシーに関する

情報が掲載されること

リベンジポルノが行わ

れていること

ネットポルノが存在していること

捜査の対象となっている未成年者の

実名や顔写真が掲載されること

その他

特にない

わからない

無回答

R4 県調査

H27調査

R4 国調査
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【性 別】 

男性、女性とも「他人を誹謗中傷する情報が掲載されること」が最も高くなっている。 

 

【年齢別】 

どの年齢も「他人を誹謗中傷する情報が掲載されること」が最も高くなっている。 

 

【地区別】 

どの地区も「他人を誹謗中傷する情報が掲載されること」が最も高くなっている。 

 

【職業別】 

どの職業も「他人を誹謗中傷する情報が掲載されること」が最も高くなっている。 
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問２７ インターネットによる人権侵害を解決するために、あなたは、どのようなことが

必要だと思いますか。（複数回答可） 

 

「違法な情報発信者に対する監視・取締りを強化すること（57.2%）」が最も高く、次

いで、「プロバイダ等に対して情報の停止・削除を求めること（53.0%）」、「インターネ

ット利用者に対して、個人のプライバシーや名誉など人権に関する正しい理解を深める

ための教育・啓発活動を推進すること（44.1%）」が高くなっている。 

  Ｒ４国調査と比較すると、全ての項目で低くなっている。 

 

  

57.2%

53.0%

44.1%

41.5%

41.1%

37.8%

2.3%

1.5%

9.8%

2.6%

58.0%

59.5%

44.8%

50.7%

3.5%

1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

違法な情報発信者に対する

監視･取締りを強化すること

プロバイダ等に対して情報

の停止・削除を求めること

インターネット利用者に対して、個人のプライ

バシーや名誉など人権に関する正しい理解を

深めるための教育・啓発活動を推進すること

子どもの安全を守るため「フィルタリング

機能」の利用を普及・促進すること

インターネットにより人権侵害を受けた

者のための相談体制を充実すること

プロバイダ等の自主規制の取組みを推進さ

せること

その他

特にない

わからない

無回答

R4 県調査

R4国調査
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【性 別】 

男性、女性とも「違法な情報発信者に対する監視・取締りを強化すること」が最も高く

なっている。 

 

【年齢別】 

  18～29 歳では、インターネット利用者に対して、個人のプライバシーや名誉など人権

に関する正しい理解を深めるための教育・啓発活動を推進すること」が最も高くなって

いる。 

30～39 歳、70 歳以上では、「違法な情報発信者に対する監視・取締りを強化するこ

と」が最も高くなっている。 

40～49 歳、50～59歳、60～69 歳では、「プロバイダ等に対して情報の停止・削除を求

めること」が最も高くなっている。 

 

【地区別】 

福井地区では、「プロバイダ等に対して情報の停止・削除を求めること」が最も高

く、坂井地区、奥越地区、丹南地区、嶺南地区では、「違法な情報発信者に対する監

視・取締りを強化すること」が最も高くなっている。 

 

【職業別】 

自営業、公務員、教員では、「プロバイダ等に対して情報の停止・削除を求めるこ

と」が最も高く、他の職業では、「違法な情報発信者に対する監視・取締りを強化する

こと」が最も高くなっている。 
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＜既婚の人のみ＞ 

問２８（１）仮に、あなたのお子さんの結婚や交際しようとする相手が、Ａ～Ｆの人であ

れば、あなたはどうしますか。お子さんがいない場合は、いると仮定してお

答えください。（ＡからＦごとに 1つ選択） 

 

 

（Ａ 障がい者） 

「親としてはこだわりがあるが、子どもの意思を尊重する(64.6%)」が最も高く、

次いで、「結婚に関係ないので、子どもの意思を尊重する(15.5%)」が高くなっており、

子どもの意思を尊重する割合が８割(80.1%)となっている。 

一方、「家族や親戚の反対がなくても、結婚に反対する(13.1%)」および「家族や親

戚の反対があれば、結婚に反対する(6.7%)」に「親としてはこだわりがあるが、子ど

もの意思を尊重する(64.6%)」を加えると、８割(84.4%)が結婚・交際に反対やこだわ

りの感情を持っている。 

 

  

15.5%

36.7%

50.1%

15.9%

20.3%

6.4%

31.9%

64.6%

39.9%

40.6%

42.3%

46.7%

35.0%

47.1%

6.7%

11.1%

3.5%

16.1%

12.1%

18.6%

9.0%

13.1%

12.3%

5.7%

25.7%

20.9%

39.9%

12.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

A 障がい者

B 旧同和地区出身者

C 外国人

D 感染症患者やその家族

E 性的マイノリティ

F 刑を終えて出所した方

H27県調査

旧同和地区出身者

結婚に関係ないので、子どもの意思を尊重する

親としてはこだわりがあるが、子どもの意思を尊重する

家族や親戚の反対があれば、結婚に反対する

家族や親戚の反対がなくても、結婚に反対する
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（Ｂ 旧同和地区出身者） 

「親としてはこだわりがあるが、子どもの意思を尊重する(39.9%)」が最も高く、

次いで、「結婚に関係ないので、子どもの意思を尊重する(36.7%)」が高くなっており、

子どもの意思を尊重する割合が８割(76.6%)となっている。 

一方、「家族や親戚の反対がなくても、結婚に反対する(12.3%)」と「家族や親戚の

反対があれば、結婚に反対する(11.1%)」に「親としてはこだわりがあるが、子ども

の意思を尊重する(39.9%)」を加えると、６割(63.3%)が結婚・交際に反対やこだわり

の感情を持っている。 

Ｈ２７県調査と比較すると、「結婚に関係ないので、子どもの意思を尊重する

(31.9%→36.7%)」が増加し、結婚に反対やこだわりの感情を持っている割合［「家族

や親戚の反対がなくても、結婚に反対する」と「家族や親戚の反対があれば、結婚に

反対する」と「親としてはこだわりがあるが、子どもの意思を尊重する」の合計

(68.1→63.3%)］は減少している。 

 

 

（Ｃ 外国人） 

「結婚に関係ないので、子どもの意思を尊重する(50.1%)」が最も高く、次いで、

「親としてはこだわりがあるが、子どもの意思を尊重する(40.6%)」が高くなってお

り、子どもの意思を尊重する割合が９割(90.7%)となっている。 

一方、「家族や親戚の反対がなくても、結婚に反対する(5.7%)」と「家族や親戚の

反対があれば、結婚に反対する(3.5%)」に「親としてはこだわりがあるが、子どもの

意思を尊重する(40.6%)」を加えると、５割(49.8%)が結婚・交際に反対やこだわりの

感情を持っている。 

 

 

（Ｄ 感染症患者やその家族） 

「親としてはこだわりがあるが、子どもの意思を尊重する(42.3%)」が最も高く、

次いで、「結婚に関係ないので、子どもの意思を尊重する(15.9%)」が高くなっており、

子どもの意思を尊重する割合が６割(58.2%)となっている。 

一方、「家族や親戚の反対がなくても、結婚に反対する(25.7%)」と「家族や親戚の

反対があれば、結婚に反対する(16.1%)」に「親としてはこだわりがあるが、子ども

の意思を尊重する(42.3%)」を加えると、８割(84.1%)が結婚・交際に反対やこだわり

の感情を持っている。 
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（Ｅ 性的マイノリティ） 

「親としてはこだわりがあるが、子どもの意思を尊重する(46.7%)」が最も高く、

次いで、「家族や親戚の反対がなくても、結婚に反対する(20.9%)」が高くなっている。  

子どもの意思を尊重する割合［「結婚に関係ないので、子どもの意思を尊重する

(20.3%)」と「親としてはこだわりがあるが、子どもの意思を尊重する(46.7%)」の合

計］は、７割(67.0%)となっている。 

一方、「家族や親戚の反対がなくても、結婚に反対する(20.9%)」と「家族や親戚の

反対があれば、結婚に反対する(12.1%)」に「親としてはこだわりがあるが、子ども

の意思を尊重する(46.7%)」を加えると、８割(79.7%)が結婚・交際に反対やこだわり

の感情を持っている。 

 

 

（Ｆ 刑を終えて出所した方） 

「家族や親戚の反対がなくても、結婚に反対する(39.9%)」が最も高く、次いで、

「親としてはこだわりがあるが、子どもの意思を尊重する(35.0%)」が高くなってい

る。 

子どもの意思を尊重する割合［「結婚に関係ないので、子どもの意思を尊重する

(6.4%)」と「親としてはこだわりがあるが、子どもの意思を尊重する(35.0%)」の合

計］は、４割(41.4%)となっている。 

一方、「家族や親戚の反対がなくても、結婚に反対する(39.9%)」と「家族や親戚の

反対があれば、結婚に反対する(18.6%)」に「親としてはこだわりがあるが、子ども

の意思を尊重する(35.0%)」を加えると、９割(93.5%)が結婚・交際に反対やこだわり

の感情を持っている。 

 

【参考】「子どもの意思を尊重する割合」「結婚に反対やこだわりの感情を持つ割合」の一覧表 

子どもの結婚相手 
子どもの意思を 

尊重する割合 

結婚・交際に反対やこだ

わりの感情を持つ割合 

外国人 
９割 

(90.7%) 

５割 

(49.8%) 

障がい者 
８割 

(80.1%) 

８割 

(84.4%) 

旧同和地区出身者 
８割 

(76.6%) 

６割 

(63.3%) 

性的マイノリティ 
７割 

(67.0%) 

８割 

(79.7%) 

感染症患者やその家族 
６割 

(58.2%) 

８割 

(84.1%) 

刑を終えて出所した人 
４割 

(41.4%) 

９割 

(93.5%) 
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（Ｂ 旧同和地区出身者）の属性別（性別、年齢別、地区別、職業別）比較結果 

【性別】 

 

「結婚に関係ないので、子どもの意思を尊重する」は、男性（37.2％）が女性（36.4%％）より

高くなっている。また、「家族や親戚の反対がなくても、結婚に反対する」は、男性（13.9％）が

女性（10.9％）より高くなっている。 

 

【年齢別】 

 

「結婚に関係ないので、子どもの意思を尊重する」は、30～39 歳(60.7％)が最も高

く、次いで 18～29歳（50.0％）となり、年齢が上がるにつれて低くなっている。 

また、50～59 歳､60～69 歳､70 歳以上では、「親としてはこだわりがあるが、子どもの

意思を尊重する」が最も高くなっている。 

36.7%

37.2%

36.4%

39.9%

37.2%

41.9%

11.1%

11.8%

10.7%

12.3%

13.9%

10.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

男性

女性

結婚に関係ないので、子どもの意思を尊重する 親としてはこだわりがあるが、子どもの意思を尊重する

家族や親戚の反対があれば、結婚に反対する 家族や親戚の反対がなくても、結婚に反対する

36.7%

50.0%

60.7%

46.6%

41.4%

30.3%

26.7%

39.9%

50.0%

27.4%

34.5%

42.6%

39.0%

45.2%

11.1%

7.1%

6.8%

7.7%

15.1%

13.5%

12.3%

4.8%

12.2%

8.3%

15.6%

14.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

結婚に関係ないので、子どもの意思を尊重する 親としてはこだわりがあるが、子どもの意思を尊重する

家族や親戚の反対があれば、結婚に反対する 家族や親戚の反対がなくても、結婚に反対する
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【地区別】 

 

「結婚に関係ないので、子どもの意思を尊重する」は、丹南地区（38.8％）が最も高

く、他の地区も 30％台となっている。また、「家族や親戚の反対がなくても、結婚に反

対する」は福井地区（14.8％）が最も高くなっている。 

  

36.7%

37.1%

35.3%

33.6%

38.8%

33.7%

39.9%

37.6%

46.1%

42.7%

38.8%

42.2%

11.1%

10.5%

8.8%

10.9%

10.9%

18.1%

12.3%

14.8%

9.8%

12.7%

11.6%

6.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

福井地区

坂井地区

奥越地区

丹南地区

嶺南地区

結婚に関係ないので、子どもの意思を尊重する 親としてはこだわりがあるが、子どもの意思を尊重する

家族や親戚の反対があれば、結婚に反対する 家族や親戚の反対がなくても、結婚に反対する
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【職業別】 

 

「結婚に関係ないので、子どもの意思を尊重する」は、教員（75.0％）が最も高

く、次いで、公務員（55.8%）､会社員・各種団体役員(43.7%)が高くなっている。ま

た、「家族や親戚の反対がなくても、結婚に反対する」は、自営業（20.3％）が最も

高くなっている。 

 

 

 

  

36.7%

25.3%

43.7%

55.8%

75.0%

31.6%

30.7%

28.1%

39.9%

41.8%

36.7%

30.8%

16.7%

46.8%

41.7%

43.8%

11.1%

12.7%

11.0%

9.6%

8.3%

10.1%

11.4%

15.6%

12.3%

20.3%

8.7%

3.8%

11.4%

16.2%

12.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

自営業

会社員・各種団体役職員

公務員

教員

臨時・パート・アルバイト

無職

その他

結婚に関係ないので、子どもの意思を尊重する 親としてはこだわりがあるが、子どもの意思を尊重する

家族や親戚の反対があれば、結婚に反対する 家族や親戚の反対がなくても、結婚に反対する
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＜未婚の人のみ＞ 

問２８（２）仮に、あなたがＡ～Ｆの人と結婚や交際しようとしているとき、親や親戚か

ら強い反対を受けたら、あなたはどうしますか。（ＡからＦごとに 1つ選択） 

 

 

（Ａ 障がい者） 

「親や親戚の説得に全力を傾けたのちに、自分の意思を貫いて結婚する（52.9%）」

が最も高く、次いで、「家族や親戚の反対があれば結婚しない（18.1%）」、「絶対に結

婚しない（15.9%）」となっている。 

 

 

（Ｂ 旧同和地区出身者） 

「親や親戚の説得に全力を傾けたのちに、自分の意思を貫いて結婚する（48.9%）」

が最も高く、次いで、「家族や親戚の反対があれば結婚しない(22.6%)」、「自分の意思

を貫いて結婚する（16.8％）」となっている。 

  

13.0%

16.8%

23.9%

10.3%

14.5%

8.0%

22.9%

52.9%

48.9%

50.7%

43.4%

43.5%

39.4%

58.3%

18.1%

22.6%

13.0%

27.9%

12.3%

19.7%

15.9%

11.7%

12.3%

18.4%

29.7%

32.8%

18.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

A 障がい者

B 旧同和地区出身者

C 外国人

D 感染症患者やその家族

E 性的マイノリティ

F 刑を終えて出所した方

H27県調査

旧同和地区出身者

自分の意思を貫いて結婚する

親や親戚の説得に全力を傾けたのちに、自分の意思を貫いて結婚する

家族や親戚の反対があれば結婚しない

絶対に結婚しない
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（Ｃ 外国人） 

「親や親戚の説得に全力を傾けたのちに、自分の意思を貫いて結婚する（50.7%）」が

最も高く、次いで、「自分の意思を貫いて結婚する（23.9%）」、「家族や親戚の反対があ

れば結婚しない（13.0%）」となっている。 

 

 

（Ｄ 感染症患者やその家族） 

「親や親戚の説得に全力を傾けたのちに、自分の意思を貫いて結婚する（43.4%）」が

最も高く、次いで、「家族や親戚の反対があれば結婚しない（27.9%）」、「絶対に結婚し

ない（18.4%）」となっている。 

 

 

（Ｅ 性的マイノリティ） 

「親や親戚の説得に全力を傾けたのちに、自分の意思を貫いて結婚する（43.5%）」が

最も高く、次いで、「絶対に結婚しない（29.7%）」、「自分の意思を貫いて結婚する

（14.5%）」となっている。 

 

 

（Ｆ 刑を終えて出所した方） 

「親や親戚の説得に全力を傾けたのちに、自分の意思を貫いて結婚する（39.4%）」が

最も高く、次いで、「絶対に結婚しない（32.8%）」、「家族や親戚の反対があれば結婚し

ない（19.7％）」となっている。 
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問２９ あなたは、近所の人が、Ａ～Ｆの人であるか否か気になりますか。 

（ＡからＦごとに 1つ選択） 

 

（Ａ 障がい者） 

「気にならない（71.7%）」が７割となっている。 

 

（Ｂ 旧同和地区出身者） 

「気にならない（63.5%）」が６割となっている。 

Ｒ１国調査と比較すると、「気になる（国:4.5%､県:11.2%）」が高く、「気にならない

（国:79.8%､県:63.5%）」が低くなっている。 

 

（Ｃ 外国人） 

「気にならない(67.3％）」が７割となっている。 

 

（Ｄ 感染症患者やその家族） 

「気にならない(46.2％）」が５割、「気になる（28.2%）」が３割となっている。 

 

（Ｅ 性的マイノリティ） 

「気にならない（59.3%）」が６割となっている。 

 

（Ｆ 刑を終えて出所した方） 

「気になる(56.5%)」が６割、「気にならない（19.8%）」が２割となっている。 

13.5%

11.2%

17.6%

28.2%

16.4%

56.5%

4.5%

7.4%

17.7%

8.3%

17.5%

16.4%

17.7%

14.5%

7.5%

7.6%

6.8%

8.2%

7.8%

6.0%

1.2%

71.7%

63.5%

67.3%

46.2%

59.3%

19.8%

79.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

A 障がい者

B 旧同和地区出身者

C 外国人

D 感染症患者やその家族

E 性的マイノリティ

Ｆ刑を終えて出所した方

R1国調査

旧同和地区出身者

気になる わからない 無回答 気にならない
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問３０ あなたは、求人に対する応募者や職場の同僚が、Ａ～Ｆの人であるか否か気にな

りますか。（ＡからＦごとに 1つ選択） 

 
（Ａ 障がい者） 

「気にならない（60.6%）」が６割となっている。 

 

（Ｂ 旧同和地区出身者） 

「気にならない（66.6%）」が７割となっている。 

Ｒ１国調査と比較すると、「気にならない（国:81.0%､県:66.6%）」が低く､「気になる

（国:4.7%､県:10.7%）」が高くなっている。 

（Ｃ 外国人） 

「気にならない（67.6%）」が７割となっている。 

 

（Ｄ 感染症患者やその家族） 

「気にならない（45.3％）」が５割、「気になる（29.2%）」が３割となっている。 

 

（Ｅ 性的マイノリティ） 

「気にならない（58.5％）」が６割となっている。 

 

（Ｆ 刑を終えて出所した方） 

「気になる（51.0％）」が５割、「気にならない（24.1％）」が２割となっている。 

21.4%

10.7%

16.0%

29.2%

17.0%

51.0%

4.7%

9.6%

13.6%

8.5%

16.1%

15.1%

17.7%

13.2%

8.3%

9.2%

7.8%

9.4%

9.4%

7.2%

1.0%

60.6%

66.6%

67.6%

45.3%

58.5%

24.1%

81.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

A 障がい者

B 旧同和地区出身者

C 外国人

D 感染症患者やその家族

E 性的マイノリティ

Ｆ刑を終えて出所した方

R1国調査

旧同和地区出身者

気になる わからない 無回答 気にならない
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問３１（１） 県・市町では、人権に関する取組みとして、下記のような啓発活動を行っ

ておりますが、あなたは、このような人権に関する啓発活動を知っていま

すか、または、啓発活動に参加したことがありますか。（１つ選択） 

 

「知らない（参加したことがない）（51.3%）」が最も高く、次いで、「具体的な中身は

知らないが、やっていることは知っている（参加したことがない）（28.0%）」となって

いる。 

 

 

【令和３年度啓発活動例】 

・児童虐待防止や男女共同参画などに関する講演会 

・オンラインで楽しみながら人権を学べる人権フェスティバル 

・サッカーチーム（福井ユナイテッド FC）や野球チーム（福井ワイルドラプター

ズ）と連携したいじめ防止の啓発活動 

・花の苗の植栽を通して、命の大切さを教える「人権の花運動」 

・拉致問題に関する講演会、北朝鮮人権侵害問題啓発週間における街頭啓発 

・福井県人権センターによる人権啓発ＤＶＤ貸出、出張出前講座 

・人権啓発セミナーなどのオンライン講演 

・男女共同参画に関する標語コンクール・作文などの実施 

 

  

知っている（参加し

たことがある）, 6.7%

知っている（参

加したことがな

い）, 10.6%

具体的な中身は知らな

いが、やっている

ことは知っている（参加

したことがない）, 28.0%

知らない（参加した

ことがない）, 51.3%

無回答, 3.3%
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【Ｈ２７県調査との比較】 

  

Ｈ２７県調査と比較すると、「知っている（参加していることがある）(6.2%→

6.7%)」､「参加したことがない(90.3%→89.9%)」と大きな差は見られない。 

 

  

6.7%

6.2%

10.6% 28.0%

36.6%

51.3%

53.7%

3.3%

3.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4 県調査

H27県調査

知っている（参加したことがある） 知っている（参加したことがない）

具体的な中身は知らないが、やっている

ことは知っている（参加したことがない）

知らない（参加したことがない）

無回答
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【性別】 

 

男性、女性とも大きな差は見られない。 

 

 

  

6.7%

5.9%

7.4%

10.6%

12.5%

9.1%

28.0%

27.1%

28.4%

51.3%

51.6%

51.6%

3.3%

2.8%

3.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

男性

女性

知っている（参加したことがある） 知っている（参加したことがない）

具体的な中身は知らないが、やっている

ことは知っている（参加したことがない）

知らない（参加したことがない）

無回答
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【年齢別】 

 

「知っている（参加していることがある）」は 50～59歳(12.4%)で最も高く､30～39 歳

(1.8%)で最も低くなっている。 

「知らない（参加したことがない）」は 50～59 歳(45.9%)で最も低く､18～29 歳(65.8%)

で最も高くなっている。 

  

6.7%

6.8%

1.8%

3.5%

12.4%

8.3%

6.0%

10.6%

12.3%

8.8%

12.2%

8.2%

11.8%

10.3%

28.0%

15.1%

27.2%

28.5%

30.9%

25.6%

30.0%

51.3%

65.8%

58.8%

54.7%

45.9%

52.4%

49.1%

3.3%

3.5%

4.7%

2.6%

2.0%

4.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

知っている（参加したことがある） 知っている（参加したことがない）

具体的な中身は知らないが、やっている

ことは知っている（参加したことがない）

知らない（参加したことがない）

無回答
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【地区別】 

 

「知っている（参加していることがある）」は、嶺南地区(16.2%)で最も高く､次いで、

坂井地区 (10.2%)で高くなっている。 

「知らない（参加したことがない）」は嶺南地区(36.8%)で最も低く､他の地区では、大

きな差は見られない。 

  

6.7%

6.0%

10.2%

4.1%

4.3%

16.2%

10.6%

9.2%

12.5%

8.8%

11.8%

12.8%

28.0%

27.6%

20.3%

29.9%

28.6%

30.8%

51.3%

53.6%

54.7%

53.7%

52.0%

36.8%

3.3%

3.6%

2.3%

3.4%

3.2%

3.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

福井地区

坂井地区

奥越地区

丹南地区

嶺南地区

知っている（参加したことがある） 知っている（参加したことがない）

具体的な中身は知らないが、やっている

ことは知っている（参加したことがない）

知らない（参加したことがない）

無回答
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【職業別】 

 

  「知っている（参加していることがある）」は、教員（35.7%）が最も高く、次いで、

公務員（25.4%）、学生（22.7%）が高く、臨時・パート・アルバイト、会社員・各種団

体役職員では低くなっている。 

「知らない（参加したことがない）」は、会社員・各種団体役職員(57.9%)が最も高

く、教員(14.3%)、公務員(20.6%)では低くなっている。 

 

  

6.7%

5.9%

3.7%

25.4%

35.7%

3.0%

22.7%

6.5%

7.1%

10.6%

10.9%

10.0%

19.0%

21.4%

8.1%

9.1%

10.9%

9.5%

28.0%

29.7%

26.8%

34.9%

28.6%

31.8%

13.6%

24.9%

31.0%

51.3%

51.5%

57.9%

20.6%

14.3%

50.5%

54.5%

52.8%

52.4%

3.3%

2.0%

1.6%

6.6%

4.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

自営業

会社員・各種団体役職員

公務員

教員

臨時・パート・アルバイト

学生

無職

その他

知っている（参加したことがある） 知っている（参加したことがない）

具体的な中身は知らないが、やっている

ことは知っている（参加したことがない）

知らない（参加したことがない）

無回答
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問３１（２）どのような理由で参加しませんでしているか。（１つ選択） 

 

「気軽に参加しにくいので参加しなかった(28.1%)」が最も高く、次いで、「関心がな

いので参加しなかった(28.1%)」、「時間や場所の問題で参加できなかった(27.9%)」が高

くなっている。 

 

【性別】 

 

男性は「関心がないので参加しなかった（33.5%）」が最も高く、女性は「気軽に参加

しにくいので参加しなかった(31.0%)」が最も高くなっている。 

  

気軽に参加しにく

いので参加しな

かった, 28.1%

関心がないので参

加しなかった, 

28.1%

時間や場所の問

題で参加できな

かった, 27.9%

興味があるテーマが少なかった

ので参加しなかった, 5.1%

人権については十分に理

解しているので､参加しな

かった, 4.7%

その他, 4.0%
無回答, 2.1%

28.1%

24.4%

31.0%

28.1%

33.5%

24.6%

27.9%

27.8%

28.2%

5.1%

6.7%

3.6%

4.7%

5.3%

4.0%

4.0%

1.9%

5.6%

2.1%

0.5%

3.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

男性

女性

気軽に参加しにくいので参加しなかった 関心がないので参加しなかった

時間や場所の問題で参加できなかった 興味があるテーマが少なかったので参加しなかった

人権については十分に理解しているので､参加しなかった その他

無回答
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【年齢別】 

 

「気軽に参加しにくいので参加しなかった」は 18～29 歳(40.0%)が高く、「関心がな

いので参加しなかった」は 30～39 歳(41.5%)、「時間や場所の問題で参加できなかっ

た」は 50～59 歳（40.8%）が高くなっている。 

  

28.1%

40.0%

24.4%

27.1%

19.7%

28.4%

30.6%

28.1%

35.0%

41.5%

34.3%

30.3%

28.4%

21.3%

27.9%

25.0%

14.6%

30.0%

40.8%

26.3%

26.9%

5.1%

4.9%

4.3%

1.3%

6.3%

6.3%

4.7%

9.8%

5.3%

5.3%

5.6%

4.0%

2.4%

1.4%

1.3%

3.2%

6.9%

2.1%

2.4%

2.9%

1.3%

2.1%

2.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

気軽に参加しにくいので参加しなかった

関心がないので参加しなかった

時間や場所の問題で参加できなかった

興味があるテーマが少なかったので参加しなかった

人権については十分に理解しているので､参加しなかった

その他

無回答
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【地区別】 

 

  「気軽に参加しにくいので参加しなかった」は奥越地区(31.6%)が最も高く、「関心

がないので参加しなかった」は嶺南地区(31.4%)が、「時間や場所の問題で参加できな

かった」は福井地区（29.1%）が最も高くなっている。 

  

28.1%

26.7%

23.8%

31.6%

30.7%

21.6%

28.1%

26.7%

31.0%

29.8%

28.6%

31.4%

27.9%

29.1%

28.6%

28.1%

28.6%

23.5%

5.1%

4.7%

4.8%

1.8%

3.6%

13.7%

4.7%

4.7%

4.8%

3.5%

4.3%

7.8%

4.0%

5.2%

4.8%

3.5%

2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

福井地区

坂井地区

奥越地区

丹南地区

嶺南地区

気軽に参加しにくいので参加しなかった

関心がないので参加しなかった

時間や場所の問題で参加できなかった

興味があるテーマが少なかったので参加しなかった

人権については十分に理解しているので､参加しなかった

その他

無回答
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【職業別】 

 
 

  「気軽に参加しにくいので参加しなかった」は学生(40.0%)が高く、「関心がないの

で参加しなかった」は公務員(41.2%)が、「時間や場所の問題で参加できなかった」は

自営業（48.8%）が最も高くなっている。 

  

28.1%

9.8%

22.9%

29.4%

28.6%

31.6%

40.0%

33.3%

29.4%

28.1%

19.5%

33.6%

41.2%

28.6%

30.4%

20.0%

23.9%

11.8%

27.9%

48.8%

30.7%

14.7%

28.6%

25.3%

40.0%

23.2%

41.2%

5.1%

4.9%

5.0%

2.9%

14.3%

6.3%

5.1%

4.7%

4.9%

6.4%

5.9%

5.1%

11.8%

4.0%

9.8%

1.4%

2.9%

2.5%

5.8%

5.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

自営業

会社員・各種団体役職員

公務員

教員

臨時・パート・アルバイト

学生

無職

その他

気軽に参加しにくいので参加しなかった

関心がないので参加しなかった

時間や場所の問題で参加できなかった

興味があるテーマが少なかったので参加しなかった

人権については十分に理解しているので､参加しなかった

その他

無回答
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問３２ 県内において、人権啓発を推進するためには、あなたは県民に対してどのような

啓発広報活動が効果的であると思いますか。（複数回答可） 

 

47.2%

31.3%

31.0%

28.8%

28.0%

13.0%

10.5%

9.4%

8.4%

2.6%

3.2%

14.5%

3.3%

53.1%

36.2%

37.9%

13.4%

31.1%

14.9%

16.0%

9.1%

8.6%

2.9%

2.4%

9.6%

3.1%

67.5%

32.9%

22.3%

49.5%

22.6%

23.5%

23.8%

7.3%

15.4%

4.4%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80%

テレビ・ラジオ

新聞・雑誌

広報誌・パンフレット・ポスター

インターネット

講演会、シンポジウム、研修会等

高齢者・障がい者等との交流会

交通広告

ワークショップ

映画・ビデオ

その他

特にない

わからない

無回答

R4 県調査

H27県調査

R4 国調査
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「テレビ・ラジオ(47.2%)」が最も高く、次いで、「新聞・雑誌（31.3%）」、「広報誌・

パンフレット・ポスター（31.0%）」が高くなっている。 

Ｈ２７県調査と比較すると、「インターネット（13.4%→28.8%）」が倍増している。 

 Ｒ４国調査と比較すると、「広報誌・パンフレット・ポスター(国:22.3%､県 31.0%)」

が高く、他の項目は低くなっている。 

 

 

【性別】 

  男性、女性とも「テレビ・ラジオ」が最も高くなっている。 

 

【年齢別】 

  18～29 歳では、「インターネット」が最も高くなっている。他の年齢では、「テレビ・

ラジオ」が最も高くなっている。 

 

【地区別】 

  どの地区も「テレビ・ラジオ」が最も高くなっている。 

 

【職業別】 

どの職業も「テレビ・ラジオ」が最も高くなっている。 
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問３３ あなたは今後、人権課題の解決に向けて、どのようなことに力を入れていけばよ

いと思いますか。（複数回答可） 

 

 

「学校等での人権教育を充実する（61.1%）」が最も高く、次いで、「人権が侵害され

た被害者の救済・支援を充実する（36.0%）」、「啓発広報活動を推進する（29.7%）」、「国

や県、市町、民間団体等の関係機関が連携を図る（29.7%）」が高くなっている。 

  平成２７年県調査と比較すると、大きな差は見られない。 

  Ｒ４国調査と比較すると、「学校等での人権教育を充実する（国:57.6%､県:61.1%）」

などが高く、「人権が侵害された被害者の救済･支援を充実する（国:44.2%､

県:36.0%）」、「啓発広報活動を推進する（国:46.9%､県:29.7%）」などが低くなってい

る。 

  

61.1%

36.0%

29.7%

29.7%

26.3%

26.1%

19.0%

13.1%

1.7%

2.8%

11.4%

2.0%

63.9%

33.5%

30.7%

34.0%

24.6%

25.5%

19.4%

13.8%

2.2%

2.1%

6.4%

3.1%

57.6%

44.2%

46.9%

31.2%

36.8%

41.9%

19.7%

3.3%

3.4%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

学校等での人権教育を充実する

人権が侵害された被害者

の救済･支援を充実する

啓発広報活動を推進する

国や県､市町､民間団体等

の関係機関が連携を図る

人権課題に対応する専門の相

談機関･施設･人員を充実する

犯罪の取締りを強化する

人権に関する情報の収集

および提供を充実する

公民館等における社会教育を充実する

その他

特にない

わからない

無回答

R4 県調査

H27県調査

R4 国調査
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【性別】 

  男性、女性とも「学校等での人権教育を充実する」が最も高くなっている。 

 

 

【年齢別】 

  どの年齢も「学校等での人権教育を充実する」が最も高くなっている。 

 

【地区別】 

  どの地区も「学校等での人権教育を充実する」が最も高くなっている。 

 

【職業別】 

教員では、「学校等での人権教育を充実する」と「人権が侵害された被害者の救済・

支援を充実する」が最も高く、他の職業では、「学校等での人権教育を充実する」が最

も高くなっている。 

 

 


